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o
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a
 Bologna, 
Lorusso d
a
 L
u
c
c
a
 e
 Garucio d
a
 Portovenera 
a
b
b
i
a
m
o
 acquistato 
d
a
 te 
Puella 
tre 
cantari 
e
 messo-di 
canapacia ;
 per cui 
d
a
r
e
m
o
 a
 te, 
o
 al 
tuo procuratore, 
in 
Q
u
e
s
t
'
a
n
n
o
,
 
lire 
V
I
 
e
 denari 
X
V
I
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u
r
c
h
e
 arrivi 
salva 
(sano 
e
u
n
t
e
=
a
l
 felice 
arrivo) 
in 
Saldegna la 
nave, 
s
u
 cui 
v
a
 Martino 
d
a
 Bologna, 
la 
quale carichera d
u
e
 cantari e
 me
s
s
o
 di 
Canapacia, 
n
o
n
c
h
e
 la 
nave, che a
b
b
i
a
m
o
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o
m
p
r
a
t
o
 
a
 Genova, che n
e
 
carichera 
u
n
 
Cantare 
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a
 se 
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navire 
d
e
s
i
g
n
e
 O
U
 a
 designer) 
の
一
例
を
挙
げ
る
。
て
穀
物
、
共
他
植
物
性
油
等
に
つ
き
て
行
は
れ
た
取
引
に
関
す
る
も
の
4
ー
つ
で
あ
っ
て
、
同
年
発
行
に
か
4
る
J
.
Lavello
著
P
a
r
 1
、
e
n
t
r
e
m
i
s
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d
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 M
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》
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o
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a
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d
e
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D
o
u
a
n
e
,
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e
 qualite 
m
a
r
c
h
a
n
d
e
 et 
d
e
 recette, 
e
x
e
m
p
t
s
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e
 pourri, 
mouille, 
avarie 
et 
d
u
 
弓
ids
c
o
m
m
u
n
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e
 1
1
0
 k
i
l
o
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m
e
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2
 d
o
u
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l
e
s
 decalitres 
nets. 
L
`
e
x
c
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n
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u
 poids est u
n
 benefice 
p
o
u
r
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、acheteur.
L
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M
a
n
u
e
l
 C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
全
体
を
逓
じ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
七
此
契
約
雛
形
は
一
八
五
八
年
我
安
政
六
年
の
交
仏
国
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
於
五
ク
イ
ン
ク
ル
の
大
麻
を
入
手
せ
り
、
こ
れ
に
関
し
、
ボ
ロ
ー
ナ
の
「
マ
ル
チ
ノ
」
の
便
乗
す
る
船
舶
が
二
、
五
ク
イ
ソ
ク
ル
の
大
麻
を
積
み
、
又
、
わ
れ
等
が
ゼ
ノ
ア
に
於
て
購
入
し
た
船
舶
が
一
ク
イ
ソ
ク
ル
を
積
載
し
て
サ
ル
ジ
ニ
ア
に
無
事
到
着
す
れ
ば
、
年
内
に
貴
殿
の
代
理
人
に
六
リ
ラ
一
六
デ
ナ
リ
を
支
払
す
る
（
但
し
全
部
積
載
不
能
な
る
と
き
は
、
別
船
を
以
て
送
附
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
」
上
例
は
、
売
主
に
対
す
る
物
品
供
給
者
へ
の
代
金
支
払
を
当
該
物
品
の
仕
向
地
到
着
に
か
4
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ル
ジ
ニ
ア
に
於
け
る
買
主
と
の
売
買
も
本
船
の
彼
地
へ
の
安
全
到
着
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
如
斯
、
中
世
紀
に
於
て
見
ら
れ
た
海
外
商
人
と
の
売
買
、
即
ち
、
船
舶
を
物
品
運
送
手
段
と
し
て
達
成
さ
れ
た
物
品
売
買
に
於
て
は
、
船
舶
の
耐
航
性
の
低
位
に
あ
っ
た
こ
と
、
又
公
海
に
於
け
る
海
賊
に
よ
る
掠
奪
危
険
等
の
顧
慮
よ
り
し
て
、
物
品
積
載
船
舶
の
仕
向
地
へ
の
安
全
到
着
を
条
件
と
し
た
売
買
慣
習
が
広
く
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
当
時
に
於
て
ほ
、
海
上
運
送
は
―
つ
の
冒
険
的
事
業
で
あ
っ
た
が
た
め
、
運
送
途
上
の
物
品
危
険
ほ
其
す
ぺ
て
が
、
売
主
の
負
担
に
於
て
な
さ
れ
た
売
買
方
式
が
、
帆
船
時
代
一
八
0
0年
代
中
葉
に
於
て
、
仏
国
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
於
て
行
わ
れ
た
所
謂
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
(
L
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a
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L
a
 livraison 
a
u
r
a
 lieu 
a
 Ì
heureuse 
arrivee 
d
u
 navire; 
而
し
て
、
引
渡
品
は
純
量
L
e
 v
e
n
d
e
u
r
 d
e
s
i
g
n
e
r
a
 
le 
navire d
e
 n
o
v
e
m
b
r
e
 e
n
 d
e
c
e
m
b
r
e
 prochain. 
C
e
p
e
n
d
a
n
t
 s、i
ǹ
etait 
p
a
s
 arrive e
n
 ce port o
u
 a
u
 Frioul fin 
janvier 1
8
5
9
,
 1
、a
c
h
e
e
u
r
serait libre d
、a
n
n
u
l
e
r
le 
present traite O
U
 d
、e
n
prolonger 
u
n
e
 o
n
 plusieurs 
fois 
I、execution.
L
e
 prix 
est 
c
o
n
v
e
n
u
 a
 fr. 
2
1
 
les 
d
o
u
z
e
 
decalitres, 
r
e
c
u
s
 
a
 quai, 
et 
reduit 
d
e
 2
5
 c
e
n
t
i
m
e
s
 p
a
r
 d
o
u
z
e
 
Le p
a
i
e
m
e
n
t
 a
u
r
a
 lieu 
c
o
m
p
t
a
n
t
,
 a
p
r
e
s
 
la 
livraison, 
s
o
u
s
 I、e
s
c
o
B
p
t
e
d
e
 u
n
 p
o
u
r
 cent・ 
此
契
約
例
は
、
一
八
五
八
年
馬
耳
塞
に
於
て
、
露
西
亜
「
オ
デ
ッ
サ
」
産
燕
麦
の
給
付
を
目
的
と
し
た
取
引
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
約
定
品
引
渡
し
場
所
は
馬
港
税
関
置
場
で
あ
っ
て
、
引
渡
品
の
品
質
は
、
売
買
に
適
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
弼
敗
、
水
濡
れ
等
の
損
傷
を
生
じ
た
も
の
は
除
外
さ
れ
る
。
一
般
に
受
諾
さ
れ
得
る
も
1
2
 d
o
u
b
l
e
s
 
に
つ
き
―
1
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
量
を
有
す
べ
き
こ
と
、
超
過
重
量
は
買
主
側
の
利
得
と
す
る
、
重
量
不
足
の
場
合
は
不
足
各
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
一
リ
ッ
ト
ル
の
割
合
を
以
て
値
引
す
る
。
売
主
は
、
来
る
十
一
月
よ
り
十
二
月
に
至
る
迄
の
期
間
内
に
船
舶
を
「
特
定
」
す
る
。
物
品
の
引
渡
し
は
、
船
舶
が
安
全
に
到
着
し
た
と
き
に
於
て
行
は
れ
る
。
但
し
、
共
船
舶
が
一
八
五
九
年
一
月
末
当
港
或
は
「
フ
リ
ウ
ー
ル
」
（
馬
港
の
一
部
と
見
傲
さ
る
）
に
到
着
せ
ざ
る
と
き
は
、
買
主
側
は
、
現
契
約
を
解
除
し
或
は
一
回
又
は
数
回
に
亘
る
履
行
の
延
期
を
行
い
得
る
自
由
を
有
す
る
。
売
買
価
格
d
o
u
b
l
e
s
 decalitres 
e
n
 t
r
a
n
s
b
o
r
d
e
m
e
n
t
.
 
d
e
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h
a
q
u
e
 k
i
l
o
g
r
a
m
m
e
 m
a
n
q
u
a
n
t
.
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特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
二
九
L
a
 
一
回
乃
至
数
回
に
亘
っ
て
引
取
り
履
行
を
延
期
す
る
は
、
岸
壁
上
渡
し
二
四
〇
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ニ
―
フ
ラ
ソ
替
、
而
し
て
稽
替
渡
の
場
合
は
二
十
五
サ
ン
チ
ー
ム
の
値
引
が
行
は
れ
る
。
一
八
五
八
年
十
月
三
十
一
日
上
掲
の
契
約
例
に
於
て
見
出
さ
れ
る
特
徴
は
、
売
主
は
約
定
期
間
内
に
於
て
、
船
舶
名
（
併
び
に
船
長
名
）
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
而
し
て
、
契
約
物
品
の
引
渡
し
履
行
は
、
物
品
積
載
船
舶
が
「
マ
ル
セ
イ
ユ
」
港
又
は
、
其
外
港
へ
の
安
全
到
着
に
か
4
わ
ら
し
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
此
売
買
取
引
は
、
仏
法
上
所
謂
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
に
属
す
る
。
而
し
て
、
引
渡
し
履
行
に
関
一
定
の
期
限
を
規
定
し
て
い
る
。
此
与
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
本
船
が
「
マ
ル
セ
イ
ュ
」
又
ほ
其
外
港
「
フ
リ
ウ
ー
ル
」
に
入
着
せ
ざ
る
と
き
は
、
買
主
は
、
此
契
約
を
解
除
す
る
か
或
は
市
価
の
動
向
に
見
て
、
自
由
を
有
す
る
。
此
売
買
は
仏
法
上
所
謂
L
a
v
e
n
t
e
 
a
 livrer 
(
種
類
商
品
に
関
す
る
先
物
売
買
）
に
胚
胎
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
将
来
の
あ
る
一
定
時
期
に
於
て
、
現
実
の
引
渡
し
が
、
荷
揚
港
に
於
て
履
行
さ
る
方
式
の
売
買
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
L
a
v
e
n
t
e
 
p
a
r
 
navire d
e
s
i
g
n
e
 O
U
 a
 d
e
s
i
g
n
e
r
)
 
一伊
L
a
v
g
d
i
t
e
s
u
 
n
a
v
e
 designata 
o
 d
a
 designarsi 
此
売
買
は
、
馬
耳
塞
を
中
心
と
し
て
地
中
海
に
於
て
行
は
れ
た
v
e
n
t
e
 
a
 
1
、h
e
u
r
e
u
s
e
arrivee 
(
安
全
着
船
売
買
）
に
転
化
し
た
も
の
が
、
た
も
の
で
あ
る
。
支
払
は
物
品
引
渡
後
一
彩
割
引
現
金
払
と
す
る
。
L
a
 v
e
n
t
e
 a
 Iivrer 
(
種
類
商
品
に
関
す
る
先
物
売
買
）
が
一
八
五
0
年
の
交
、
再
転
し
て
、
此
方
式
を
と
る
に
至
っ
「
安
全
着
船
売
買
」
に
於
て
は
、
物
品
穣
載
船
舶
が
仕
向
港
到
着
に
先
ち
て
喪
失
す
る
場
合
に
は
、
売
主
は
、
物
品
マ
ル
セ
イ
ユ
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給
付
の
義
務
を
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
か
4
る
方
式
下
に
於
て
は
、
買
主
側
の
船
舶
名
不
知
の
事
実
に
乗
じ
て
、
売
主
側
が
、
約
定
物
品
積
載
船
舶
喪
失
を
虔
構
し
て
、
物
品
引
渡
し
の
義
務
を
逸
れ
、
よ
り
有
利
な
る
条
件
を
提
供
す
る
他
の
買
主
に
当
該
物
品
を
売
却
す
る
が
如
き
、
売
主
側
に
於
け
る
不
誠
実
行
為
を
誘
致
し
得
た
も
の
で
あ
る
、
た
め
に
、
買
主
側
利
益
擁
護
を
目
的
と
し
て
物
品
積
載
に
あ
て
ら
る
べ
き
船
舶
の
名
称
を
特
定
す
る
義
務
を
売
主
側
に
負
は
し
む
る
こ
と
が
創
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
此
売
買
は
旧
時
代
即
ち
帆
船
時
代
の
慣
用
に
属
し
、
現
時
に
於
て
は
、
廃
せ
ら
れ
て
、
其
跡
を
絶
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
現
今
行
は
る
-A
E
x
 S
h
i
p
 
^^S
h
i
p
 lost 
C
o
n
t
r
a
c
t
 
void",
ふ
'no
arrival 
n
o
 SaJe"
な
る
約
と
叙
を
伴
っ
た
C
I
F
売
買
の
如
き
は
、
共
本
質
に
於
て
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
が
研
究
の
意
義
が
見
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
此
売
買
に
於
て
は
、
C
I
F
、
売
買
或
は
F
.
o
.
B
・
売
買
に
於
け
る
が
如
く
、
売
買
の
特
質
を
表
示
す
る
称
呼
は
、
契
約
上
に
用
い
ら
れ
ず
、
只
契
約
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
る
約
款
又
は
、
其
他
契
約
の
内
容
に
よ
っ
て
契
約
此
売
買
に
関
し
G
8
r
g
e
s
Ripert
が
其
著
Droit
M
a
r
i
t
i
m
e
に
於
て
示
し
た
定
義
に
よ
れ
ば
、
船
舶
上
に
積
載
さ
れ
た
る
物
品
が
、
共
船
舶
の
仕
向
地
に
到
着
し
た
る
と
き
引
渡
し
の
行
は
る
る
も
の
で
あ
り
、
売
主
側
と
し
て
は
、
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
る
と
き
に
於
て
の
み
引
渡
し
の
義
務
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
売
主
は
物
品
の
運
送
に
あ
て
ら
る
べ
き
船
舶
の
名
称
を
特
定
し
該
船
舶
上
に
物
品
の
積
込
み
を
行
ふ
義
務
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
売
買
は
、
契
約
締
結
の
時
に
於
て
は
、
一
定
量
の
物
品
即
ち
種
類
物
品
(chose
d
e
 genre)
を
対
象
と
す
る
。
し
か
し
て
、
売
主
側
は
か
4
る
物
品
の
運
送
に
供
せ
ら
る
べ
き
船
舶
を
「
特
定
」
し
て
当
該
物
品
の
其
荷
口
が
其
特
定
船
舶
に
よ
っ
て
仕
向
港
に
到
着
し
た
る
と
き
、
こ
れ
を
買
主
に
引
渡
し
す
る
義
務
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
此
売
買
は
売
主
発
送
物
品
の
「
揚
荷
渡
し
契
約
」
(Ia
v
e
n
t
e
 a
u
 d
e
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
)
に
属
す
当
事
者
の
意
思
を
推
定
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
形
態
又
は
第
一
次
大
戦
中
仏
国
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
た
「
此
売
買
は
、
特
定
さ
れ
た
る
゜
.537 
（
註
一
）
約
上
に
明
記
せ
ら
る
4
が
常
で
あ
る
。
（
註
一
）
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
前
掲
Ripert
教
授
の
所
説
を
根
幹
と
し
て
、
仏
白
両
国
諸
権
威
の
所
説
を
併
せ
て
、
上
記
売
買
形
態
の
棚
要
を
紹
介
す
る
。
売
買
両
当
事
者
間
に
、
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
、
共
対
象
と
な
る
の
は
、
し
て
ほ
、
当
該
物
品
の
運
送
に
供
用
せ
ら
る
べ
き
船
舶
を
特
定
し
て
、
約
定
荷
口
の
船
積
を
行
い
、
該
荷
口
の
仕
向
地
の
到
着
に
あ
た
り
其
引
渡
し
の
義
務
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
の
特
殊
な
る
性
格
は
、
売
主
に
よ
っ
て
負
担
さ
る
べ
き
こ
れ
等
の
義
務
の
吟
味
に
よ
っ
て
明
瞭
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
に
よ
っ
て
知
り
得
る
こ
と
は
此
売
買
は
、
売
主
が
契
約
上
発
送
の
義
務
を
負
ふ
と
こ
ろ
の
物
品
の
「
揚
荷
売
買
」
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
た
る
こ
と
で
あ
る
。
船
舶
の
「
特
定
」
は
、
契
約
上
に
明
示
さ
る
4
こ
と
あ
り
、
又
は
、
契
約
締
結
後
に
於
て
、
買
主
へ
の
通
告
に
よ
っ
て
行
は
る
4
こ
と
も
あ
る
。
此
売
買
に
於
て
、
売
主
が
、
直
ち
に
船
舶
特
定
を
行
い
得
ざ
る
場
合
は
、
売
主
が
船
積
地
に
居
住
せ
ず
、
従
っ
て
船
舶
名
の
通
告
に
若
千
時
日
の
留
保
を
必
要
と
す
る
が
如
き
と
き
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
場
合
に
於
て
は
、
必
要
と
せ
ら
る
4
猶
予
期
間
は
契
契
約
上
船
名
が
特
定
さ
る
4
場
合
の
例
、
L
e
v
e
n
d
e
u
r
 a
t
t
e
n
d
 les 
dites 
o
r
g
e
s
 p
a
r
 n
a
v
i
r
e
•
•
·
·
·
·
c
a
p
i
t
a
i
n
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
而
し
て
、
契
約
上
「
特
定
」
猶
予
期
間
が
保
留
せ
ら
る
4
場
合
の
例
は
、
L
e
v
e
n
d
e
u
r
 
designera le 
navire d
e
 n
o
v
e
m
b
r
e
 e
n
 d
e
c
e
m
b
r
e
 
p
r
o
c
h
a
i
n
如
き
で
あ
る
。
(
J
.
L
a
v
e
l
l
o
"
M
a
u
u
e
l
 C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
l
よ
る
）
斯
く
の
如
き
「
特
定
」
通
告
期
間
が
契
約
上
明
示
な
き
と
き
は
、
売
主
と
し
て
は
、
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
「
特
定
」
通
告
は
其
文
意
柩
め
て
明
確
な
る
を
要
し
曖
昧
に
し
て
不
分
明
な
る
を
許
さ
な
い
。
此
形
態
売
買
開
始
当
時
「
特
定
」
通
告
事
項
と
し
て
要
求
さ
れ
た
も
の
は
、
船
舶
の
名
称
は
当
然
の
こ
と
、
こ
れ
に
添
へ
て
船
長
名
、
船
舶
の
船
籍
港
、
海
上
売
買
形
態
研
究
（
三
）
（
賀
屋
）
「
可
能
な
る
迅
速
さ
」
に
於
て
特
定
通
知
を
行
「
種
類
商
品
」
の
一
定
量
で
あ
る
、
し
か
し
、
売
主
と
538 
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
1
-
）
（
賀
屋
）
約
定
時
に
於
け
る
船
舶
の
所
在
地
、
船
舶
の
状
態
及
び
航
海
状
態
等
に
関
す
る
必
要
事
項
で
あ
っ
た
、
ル
セ
イ
ュ
判
例
に
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
当
時
に
於
て
ほ
柩
め
て
厳
峻
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
漸
次
緩
和
化
の
傾
向
が
見
ら
る
4
に
至
っ
て
一
八
八
五
年
の
頃
に
於
て
は
単
に
船
舶
名
の
み
を
以
て
足
る
と
さ
る
4
に
至
っ
た
と
一
云
ふ
。
此
「
特
定
」
通
知
に
関
す
る
形
式
に
つ
い
て
は
何
等
定
ま
っ
た
も
の
ほ
存
在
し
な
い
、
買
主
側
が
「
特
定
」
履
行
の
催
告
に
法
定
手
続
に
よ
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
売
主
側
に
於
て
は
、
斯
く
の
如
き
緩
漫
な
る
手
続
に
よ
る
を
要
し
な
い
。
単
な
る
書
状
或
は
電
報
に
よ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
し
か
し
、
立
証
困
難
を
顧
慮
さ
れ
た
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
法
廷
に
於
て
は
、
こ
と
を
要
求
し
た
る
こ
と
あ
る
も
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
あ
り
と
云
ふ
。
此
売
買
に
於
け
る
「
特
定
」
の
占
む
る
重
要
性
が
普
く
認
識
「
特
定
」
の
効
果
と
し
て
は
、
売
主
側
の
行
い
た
る
「
特
定
通
知
」
は
こ
れ
を
取
り
消
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
売
主
が
契
約
履
一
方
的
に
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
4
な
る
（
仏
白
民
法
―
一
三
四
条
）
。
（
註
二
）
（
註
二
）
仏
白
民
法
1
1
3
4
C
o
d
e
 
Civ•Les 
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 d
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船
舶
「
特
定
」
の
効
果
に
関
し
て
、
萩
に
、
や、 行
を
目
的
と
し
て
或
る
物
品
を
こ
れ
に
充
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
充
当
は
、
爾
後
、
最
早
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
一
八
七
―
―
一
年
の
交
に
於
け
る
マ
口
頭
を
以
て
す
る
こ
と
は
認
容
さ
れ
な
か
っ
た
、
後
日
に
至
っ
て
「
特
定
」
履
行
口
頭
に
よ
っ
た
特
定
行
為
履
行
を
証
人
に
よ
っ
て
立
証
せ
し
む
る
其
契
約
と
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
―
つ
の
論
議
が
あ
る
、
そ
れ
は
、
此
船
舶
の
特
定
な
る
も
の
は
、
契
約
の
目
的
物
を
個
別
化
（
S
百
cialiser)
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
時
ま
で
種
類
物
品
売
買
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
「
先
渡
し
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 
a
 livrer) 
.539 
を
転
じ
て
「
確
定
物
売
買
」
て
は
、
も
し
売
買
契
約
目
的
物
の
個
別
化
が
行
は
る
れ
ば
、
共
物
品
の
所
有
権
は
、
そ
れ
と
同
時
に
、
買
主
側
に
移
転
す
る
こ
と
が
仏
品
の
「
揚
荷
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
u
 d
e
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
)
 
る
「
先
物
売
買
」
ヴ
ル
、
「
確
定
物
売
買
」
ル
ア
ン
港
等
の
判
例
に
於
て
「
船
舶
の
特
定
」
は
、
売
買
契
約
を
「
確
定
的
」
の
も
の
に
転
化
す
る
と
の
見
解
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
又
、
理
解
し
難
い
点
が
あ
る
、
そ
れ
は
、
此
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
「
特
定
さ
れ
た
船
舶
」
が
仕
向
港
に
到
着
せ
ざ
る
限
り
其
効
果
を
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
船
舶
の
「
特
定
」
は
売
約
品
の
個
別
化
を
生
じ
な
い
場
合
も
存
在
し
得
る
、
た
と
え
ば
、
船
舶
の
特
定
な
る
も
の
が
物
品
船
積
前
に
行
は
る
4
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
、
反
之
、
船
舶
の
特
定
が
、
物
品
船
積
後
、
暫
く
し
て
、
行
は
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
此
場
合
、
此
特
定
は
、
船
舶
が
仕
向
港
に
到
着
せ
ざ
る
限
り
、
約
定
期
間
内
に
行
へ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
、
も
し
売
約
品
の
個
別
化
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
船
積
後
に
於
て
、
買
主
側
が
其
個
別
化
に
関
す
る
知
識
を
有
せ
ざ
る
こ
と
は
不
合
理
な
り
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
は
、
民
法
―
一
八
四
条
の
適
用
に
よ
り
、
契
約
解
除
の
訴
へ
を
起
す
こ
と
が
出
来
る
、
し
か
し
、
此
解
除
払
は
選
択
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
し
買
主
側
が
欲
す
る
と
き
は
、
売
主
側
の
義
務
履
行
の
訴
へ
を
起
し
、
損
害
賠
償
を
求
む
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
売
買
は
、
船
舶
の
仕
向
地
へ
の
到
着
を
条
件
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
即
時
に
履
行
を
必
要
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
売
主
は
、
契
約
の
条
件
を
変
更
し
て
船
舶
の
到
着
を
不
能
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
、
即
ち
、
売
主
と
し
て
は
契
約
の
即
時
履
行
を
強
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
売
主
側
が
約
定
期
間
内
に
船
舶
の
「
特
定
」
を
行
は
ざ
る
と
き
は
、
を
法
上
の
原
則
で
あ
る
、
即
ち
船
稽
に
よ
っ
て
、
此
場
合
、
買
主
―
つ
の
売
買
が
成
立
す
る
こ
と
4
な
る
、
然
る
に
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
、
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
船
舶
の
特
定
に
よ
っ
て
、
(
L
a
 v
e
n
t
e
 d
e
 corps certain) 
「
種
類
商
品
」
を
目
的
と
す
に
転
化
す
る
も
の
と
す
る
説
は
妥
当
な
解
釈
と
ほ
謂
い
難
い
こ
と
と
な
る
。
北
仏
ル
・
ア
ー
共
負
ふ
べ
き
契
約
上
の
義
務
違
反
で
あ
る
。
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
と
し
540 
circonstance. 
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
要
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
判
例
を
見
る
に
、
「
特
定
」
の
不
履
行
は
売
買
を
確
定
的
の
も
の
に
す
る
、
即
ち
債
務
者
側
の
行
為
に
よ
っ
て
、
条
件
が
消
失
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
故
に
、
条
件
附
義
務
が
単
純
な
る
義
務
に
変
化
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
法
廷
と
し
て
は
、
買
主
に
対
し
、
売
主
の
費
用
に
よ
っ
て
代
替
物
品
の
買
入
れ
を
許
し
、
そ
の
獲
得
が
不
能
（註一―-）
な
る
と
き
は
、
市
価
に
基
い
て
損
害
賠
償
の
要
求
を
許
し
て
い
る
。
（
註
三
）
A
R
T
.
 1
1
7
8
.
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L
a
 condition resolutoire 
est 
toujours 
s
o
u
s
,
e
n
t
e
n
d
u
e
 
d
a
n
s
 les 
contrats 
synallagmatiques, 
弓
u
r
le 
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o
u
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d
e
s
 d
e
u
x
 parties 
n
e
 satisfera 
弓
int
a
 so
n
 e
n
g
a
g
e
m
e
n
t
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D
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n
s
 c
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L
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 partie 
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 le 
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h
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 d
e
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I
、e
x
e
c
u
t
i
o
n
d
e
 la c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 lorsqu
、elle
est 
possible, 
O
U
 d
、e
n
d
e
m
a
n
d
e
r
 la 
resolution 
a
v
e
c
 d
o
m
m
a
g
e
s
 et inter~ts. 
L
a
 resolution 
doit 
etre 
d
e
m
a
n
d
e
e
 e
n
 justice, 
et 
i 
p
e
n
t
 etre 
accorde a
u
 d
e
f
e
n
d
e
u
r
 u
n
 
delai 
selon 
les 
「
特
定
」
不
履
行
の
場
合
に
関
す
る
A
d
r
i
e
u
G
a
u
b
e
r
t
 
(Les 
v
e
u
t
e
s
 
m
a
r
i
t
i
m
e
s
)
の
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
船
舶
「
特
定
」
を
行
は
ざ
る
売
主
は
、
此
契
約
が
売
主
に
課
せ
ら
れ
た
主
要
義
務
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
民
法
―
一
八
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
る
4
こ
と
4
な
る
。
買
主
側
は
、
売
買
続
行
を
目
的
と
し
て
訴
を
起
す
か
、
或
は
、
契
約
の
解
除
を
要
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
判
例
に
於
て
は
、
此
結
果
を
、
表
現
し
て
、
特
定
の
不
履
行
は
、
売
買
を
確
定
的
の
も
の
に
す
る
、
或
は
、
買
主
の
意
思
一四
541 
に
よ
っ
て
解
除
さ
る
4
も
の
で
あ
り
、
此
二
重
の
権
利
は
、
買
主
側
に
の
み
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
愕
怠
と
悪
意
に
よ
っ
て
、
契
約
不
履
行
を
惹
起
し
た
当
事
者
に
与
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
斯
か
る
不
履
行
を
な
し
た
る
も
の
は
、
相
手
方
に
対
し
て
、
そ
の
な
し
か
し
て
如
何
な
る
場
合
に
於
て
、
買
主
が
売
買
の
継
続
を
要
求
し
、
或
は
こ
れ
に
反
し
、
契
約
解
除
の
訴
を
起
す
か
を
考
察
す
る
買
主
と
し
て
は
契
約
の
継
続
に
よ
り
物
品
の
引
渡
し
を
う
け
て
有
利
に
こ
れ
を
転
売
す
る
こ
と
を
欲
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
に
反
し
、
も
し
市
価
が
下
落
を
示
す
と
き
は
、
物
品
の
引
き
取
り
は
、
損
失
を
結
果
す
る
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
契
約
の
解
除
を
希
望
す
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
今
、
前
記
二
者
の
例
に
つ
き
、
尚
、
詳
細
に
こ
れ
を
考
察
す
る
に
、
市
価
下
落
の
結
果
、
買
主
が
契
約
解
除
の
訴
へ
を
起
す
揚
合
に
於
て
は
、
買
主
は
、
損
害
賠
償
要
求
の
権
利
は
有
し
な
い
、
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
此
契
約
解
除
に
よ
っ
て
、
買
主
側
と
し
て
は
何
等
の
損
実
を
も
蒙
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
売
買
解
除
の
場
合
に
は
、
代
金
決
済
の
問
題
は
起
ら
な
い
、
唯
単
に
売
買
契
約
の
消
滅
の
み
に
限
定
さ
る
4
も
の
で
あ
る
。
五
然
る
に
、
売
買
が
継
続
さ
る
4
場
合
は
、
事
情
は
異
る
。
判
例
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
船
舶
特
定
の
不
履
行
は
「
売
買
を
確
定
的
の
も
の
に
す
る
」
と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
察
す
れ
ば
、
此
売
買
は
「
条
件
付
き
」
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
仕
向
港
到
着
に
よ
っ
て
物
品
引
渡
し
の
行
は
る
4
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
特
定
不
履
行
は
、
条
件
付
き
取
引
を
転
じ
て
、
即
時
引
渡
し
を
売
主
に
要
求
し
得
る
単
純
な
る
売
買
に
転
ず
る
も
の
な
り
と
な
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
買
主
側
と
し
て
は
、
此
場
合
、
売
主
に
対
し
即
時
引
渡
し
を
要
求
し
得
る
こ
と
4
は
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
定
船
舶
の
甲
板
上
よ
り
引
渡
し
の
行
は
る
4
こ
と
を
意
味
す
る
に
ヽ
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
買
主
が
売
買
継
続
を
要
求
す
る
場
合
は
、
売
買
成
約
の
時
よ
り
物
品
の
市
価
が
騰
責
の
傾
向
に
あ
る
と
き
で
あ
る
。
此
揚
合
、
し
得
る
範
囲
内
に
於
て
賠
償
に
当
る
べ
き
は
当
然
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
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約
物
品
と
同
等
品
を
購
入
し
て
、
「
特
定
」
さ
れ
た
船
舶
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
買
主
側
と
し
て
は
、
売
主
が
契
約
の
対
象
と
し
て
供
給
す
べ
き
物
品
と
数
量
併
に
種
類
に
於
て
同
等
物
品
の
引
渡
し
を
要
求
し
得
る
に
止
る
。
而
し
て
、
売
主
側
に
於
て
は
、
買
主
の
要
求
に
か
4
る
引
渡
履
行
を
遅
延
し
或
は
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
か
4
る
場
合
は
、
買
主
と
し
て
は
、
契
た
め
に
生
じ
た
価
格
の
超
過
は
、
売
主
の
負
担
と
し
て
、
こ
れ
が
支
払
に
当
ら
し
む
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
買
主
側
の
代
替
品
買
入
れ
の
権
利
は
、
数
次
異
っ
た
時
に
於
て
行
使
し
得
る
。
し
か
し
て
、
此
代
替
品
買
入
れ
権
は
、
特
定
さ
れ
た
船
舶
が
正
常
航
海
に
要
す
る
期
間
を
測
定
し
て
共
着
港
該
当
日
に
行
使
す
べ
き
か
或
は
、
に
与
へ
ら
れ
た
る
期
間
洞
了
後
直
ち
に
行
使
し
得
る
か
の
問
題
が
存
在
す
る
。
市
価
騰
落
に
左
右
さ
る
4
商
品
を
対
象
と
す
る
売
買
に
関
し
て
は
、
此
問
題
を
何
れ
に
決
す
る
や
は
、
買
主
に
と
っ
て
の
重
大
関
心
事
で
あ
る
。
此
揚
合
、
買
ヽ
王
は
即
時
且
つ
特
定
不
履
行
が
確
定
し
た
と
き
直
ち
に
代
替
購
入
払
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
以
て
妥
当
な
り
と
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
買
主
が
船
舶
到
着
に
於
て
初
め
て
物
品
の
引
取
り
を
承
諾
し
た
り
と
の
事
実
よ
り
し
て
、
買
主
は
共
時
ま
で
は
物
品
に
対
す
る
需
要
を
認
め
ず
と
す
る
こ
と
、
買
主
側
は
、
こ
れ
に
先
ち
て
物
品
の
処
分
は
許
さ
れ
ず
と
解
釈
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
買
主
側
は
往
々
に
し
て
、
売
買
締
結
の
時
既
に
当
該
物
品
の
転
売
を
第
三
者
と
約
定
せ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
従
っ
て
、
「
特
定
」
の
た
め
又、
「
特
定
」
義
務
不
履
行
の
結
果
第
三
者
と
の
契
約
に
対
す
る
給
付
物
品
入
手
不
能
が
懸
念
せ
ら
る
4
こ
と
4
な
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
こ
れ
等
の
理
由
よ
り
し
て
買
主
側
は
「
特
定
」
の
た
め
に
与
へ
ら
れ
る
猶
余
期
間
滴
了
後
直
ち
に
代
替
品
購
入
払
を
行
使
し
得
る
こ
と
4
な
る
の
で
あ
り
、
且
つ
、
此
日
に
於
け
る
市
価
を
基
準
と
し
て
契
約
物
品
代
金
と
の
差
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
A
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
船
積
に
関
し
て
、
「
リ
ペ
ー
ル
」
教
授
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
売
主
は
、
買
主
に
対
し
「
特
定
」
し
た
る
船
舶
上
に
、
契
約
荷
口
の
物
品
を
船
積
す
る
義
務
を
負
ふ
、
而
し
て
、
此
船
積
は
、
確
定
さ
れ
た
期
間
内
に
買
主
へ
着
荷
す
る
よ
う
有
効
な
る
時
期
に
於
の
で
は
な
い
、
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
此
場
合
、
海
上
売
買
形
態
研
究
（
三
）
（
賀
吊
）
一六
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（
註
四
）
さ
ざ
る
絶
対
払
を
許
し
た
判
例
が
存
在
す
る
）
。
（
註
四
）
ュ、 を
不
可
能
な
ら
し
め
た
原
因
に
つ
き
こ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
一七
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
、
両
当
事
者
間
に
締
結
さ
れ
た
契
約
が
船
積
期
間
を
規
定
す
る
と
き
は
、
売
主
は
、
当
然
か
4
る
契
約
条
件
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
契
約
上
、
此
期
間
の
定
め
な
き
と
き
は
、
「
特
定
」
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た
る
期
間
を
こ
れ
に
適
用
す
る
こ
と
が
一
般
で
あ
り
、
船
稼
は
船
舶
の
特
定
が
な
さ
れ
た
る
と
き
直
ち
に
こ
れ
を
行
ふ
こ
と
4
さ
れ
て
い
る
。
売
主
が
、
確
定
さ
れ
た
期
間
内
に
、
船
稼
を
行
は
ざ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
責
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
際
、
買
主
は
、
売
買
契
約
を
解
除
す
る
か
、
或
は
、
其
蒙
っ
た
不
利
益
を
確
証
し
て
損
害
賠
償
の
要
求
を
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
時
と
し
て
は
、
売
主
側
が
、
契
約
に
特
殊
約
款
を
挿
入
し
て
、
適
当
な
る
時
期
に
於
て
、
全
部
の
船
稼
を
履
行
し
得
ざ
る
場
合
に
対
し
て
、
自
已
の
責
任
軽
減
を
図
る
こ
と
が
行
は
れ
る
。
た
と
へ
ば
、
馬
耳
塞
潜
に
於
て
の
慣
習
に
見
ら
る
4
が
如
く
、
c
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i
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す
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又
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『
士
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船
釦
心
田
＇
姉
↑
上
に
＃
七
}
ナ
と
る
瞑
g
底
の
志
官
叩
痴
込
畢
手
に
つ
栄
j
宇
在
約
す
る
）
が
如
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
は
、
売
主
側
が
自
己
の
欲
す
る
数
量
の
み
の
船
糠
を
許
し
又
は
船
稼
せ
ざ
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
で
は
な
い
、
理
由
と
し
て
は
、
此
揚
合
、
単
純
な
る
随
意
条
件
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
、
勿
論
か
4
る
場
合
、
売
主
ほ
船
稼
ニ
イ
ス
、
海
上
売
買
形
態
研
究
（
三
）
（
賀
屋
）
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
港
で
行
は
れ
た
^
^
V
e
n
d
u
t
a
n
t
 et 
a
u
t
a
n
t
 q
u
、i
s
e
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五
年
よ
り
一
八
六
0
年
の
交
に
於
て
マ
ル
セ
イ
に
於
て
は
、
上
記
の
場
合
民
法
―
一
七
四
条
が
契
約
義
務
無
効
を
規
定
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
売
主
に
対
し
船
積
を
な
A
r
t
 1
74. C. 
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売
主
は
、
約
定
物
品
を
其
仕
向
地
へ
確
実
に
運
送
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
目
的
の
た
め
、
「
特
定
」
船
舶
に
稼
載
さ
れ
て
、
売
買
544 
悔
上
売
買
形
癌
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
契
約
に
定
め
ら
れ
た
土
地
に
む
け
、
当
該
物
品
が
到
着
す
る
よ
う
船
舶
所
有
者
と
連
送
契
約
を
締
結
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
次
大
戦
中
、
此
種
形
態
の
売
買
に
つ
い
て
与
へ
ら
れ
た
判
決
（
冠
『
翌
幸
翌
―
-
）
に
よ
れ
ば
、
斯
か
る
場
合
、
特
定
さ
れ
た
船
舶
は
、
運
送
を
行
ふ
に
適
当
な
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
売
主
側
に
善
意
あ
り
た
り
と
す
る
も
、
敵
国
船
舶
を
約
定
地
へ
の
運
送
に
特
定
し
た
と
き
は
、
売
主
と
し
て
は
、
其
負
ふ
べ
き
義
務
を
完
了
し
た
り
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
せ
ら
れ
た
一
例
が
あ
り
、
又
、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
に
於
て
は
、
こ
れ
と
は
異
る
判
決
が
示
さ
れ
た
と
云
ふ
（
↓
か
立
i
1
↓
碍
渭
一
七
）
。
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
而
し
て
、
買
主
へ
の
引
渡
し
に
先
だ
っ
て
其
船
舶
の
甲
板
よ
り
離
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
従
っ
て
、
糠
替
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
4
な
る
。
た
と
へ
物
品
が
直
通
船
荷
証
券
に
よ
っ
て
連
送
さ
れ
た
場
合
に
於
て
も
、
積
替
後
に
於
て
到
着
し
た
る
も
の
は
買
主
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
勿
論
、
か
4
る
受
諾
拒
否
は
売
主
側
任
意
の
積
替
に
属
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
積
替
が
海
難
を
原
因
と
す
る
場
合
は
運
送
危
険
の
問
題
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
本
項
に
於
け
る
論
議
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
物
品
が
「
特
定
」
さ
れ
た
船
舶
に
よ
っ
て
仕
向
地
に
到
着
し
た
時
は
、
買
主
は
こ
れ
が
引
取
り
を
行
い
、
こ
こ
に
此
売
買
は
共
効
果
を
持
つ
こ
と
4
な
る
、
買
主
は
、
売
主
に
よ
っ
て
引
渡
さ
れ
た
船
荷
証
券
を
具
し
て
船
舶
側
へ
物
品
の
引
渡
し
を
要
求
し
て
其
引
渡
し
を
う
け
る
の
で
あ
る
。
（
註
五
）
（
註
五
）
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
て
、
物
品
引
渡
し
が
仕
向
地
に
於
て
履
行
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
異
論
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
如
何
様
に
行
は
る
4
か
に
関
し
て
は
若
干
の
吟
味
を
必
要
と
す
る
。
売
主
が
買
主
に
対
し
て
船
荷
証
券
を
譲
渡
移
転
し
て
、
買
主
と
し
て
船
舶
側
へ
物
品
の
引
渡
し
を
要
求
せ
し
む
る
か
、
或
は
、
売
主
が
自
己
に
対
し
船
舶
側
を
し
て
物
品
引
渡
し
を
行
は
し
め
、
然
る
後
、
売
主
が
当
該
物
品
そ
れ
自
体
を
買
主
に
移
転
す
る
も
の
な
り
や
、
に
関
し
て
は
判
例
に
於
て
明
確
な
る
解
答
が
与
へ
ら
れ
て
な
い
、
又
、
学
説
に
於
て
も
其
説
く
と
こ
ろ
極
め
て
不
明
確
で
あ
る
。
「
リ
ペ
ー
ル
」
は
上
述
の
如
く
、
買
主
が
売
主
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
船
荷
証
券
を
具
し
て
、
船
舶
側
よ
り
引
渡
し
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
何
等
の
判
例
に
よ
り
、
又
、
何
等
の
学
説
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
物
品
引
渡
し
は
船
舶
甲
板
上
に
な
さ
る
る
も
の
と
な
す
論
者
も
あ
る
と
同
時
に
「
シ
ョ
ー
ヴ
ォ
ー
」
ほ
仕
向
港
岸
壁
而
し
て
、
物
品
は
、
現
実
に
、
特
定
さ
れ
た
船
舶
に
よ
っ
て
運
送
一八
5-45 
九
上
に
於
て
行
は
る
4
も
の
と
説
い
て
い
る
。
「
リ
ペ
ー
ル
」
の
船
荷
証
券
に
よ
る
表
徴
的
引
渡
し
論
に
関
し
て
は
、
判
例
に
よ
っ
て
の
支
持
な
く
、
又
、
此
方
法
を
以
て
し
て
は
、
此
形
態
の
売
買
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
船
荷
証
券
が
物
品
を
表
彰
す
る
こ
と
に
は
異
論
は
存
在
し
な
い
が
、
船
荷
証
券
を
買
主
に
移
転
す
る
こ
と
は
、
物
品
を
買
主
の
占
有
に
移
す
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
物
品
を
買
主
に
移
転
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
此
際
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
売
主
と
し
て
は
、
代
金
の
支
払
を
う
け
ず
し
て
、
船
荷
証
券
の
譲
渡
し
を
行
ふ
こ
と
の
あ
り
得
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
て
は
、
海
上
運
送
の
危
険
ほ
買
主
の
負
担
に
属
し
な
い
、
も
し
買
主
が
船
荷
証
券
引
換
へ
に
杵
2
金
の
支
払
を
行
ふ
こ
と
あ
り
と
せ
ば
、
物
品
の
約
定
品
質
上
不
一
致
あ
る
と
き
、
こ
れ
に
対
し
異
議
の
申
立
て
を
な
し
得
な
い
。
従
っ
て
物
品
点
検
に
先
っ
て
、
書
類
引
換
払
の
行
は
る
る
こ
と
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
こ
れ
等
の
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
此
売
買
に
於
て
船
荷
証
券
ほ
引
渡
し
履
行
に
関
し
て
何
等
の
役
割
を
も
持
っ
て
い
な
い
。
即
ち
引
渡
履
行
は
現
実
的
に
物
品
其
物
の
移
転
に
よ
っ
て
行
は
る
る
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
仕
向
港
に
於
け
る
物
品
荷
揚
げ
の
費
用
は
当
然
売
主
の
負
担
す
る
も
の
と
な
る
。
(
J
•
H
e
e
n
e
n
"
V
e
n
t
e
et C
o
m
m
e
r
c
e
 M
a
r
i
t
i
m
e
 
P
.
3
8
3
|
3
8
6
)
。
物
品
の
運
送
に
関
し
て
考
察
す
べ
き
問
題
は
、
物
品
所
有
者
の
負
担
に
属
す
る
危
険
が
、
其
発
送
者
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
或
は
物
品
荷
受
人
が
負
担
す
る
に
至
る
も
の
な
り
や
で
あ
る
。
此
問
題
の
解
決
は
契
約
の
法
的
性
質
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。
危
険
問
題
を
規
制
す
る
と
こ
ろ
の
民
法
―
一
三
八
条
（
注
六
）
は
此
問
題
を
所
有
権
移
転
に
係
ら
し
め
て
い
る
、
而
し
て
、
此
所
有
権
移
転
は
、
種
類
物
品
の
売
買
な
り
や
、
確
定
物
売
買
な
り
や
、
又
、
単
純
売
買
な
り
や
、
或
は
条
件
付
き
売
買
な
り
や
、
そ
の
如
何
に
よ
っ
て
共
効
果
が
各
々
異
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
先
づ
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
註
六
）
Art.
1
1
3
8
 
C. Civ•L'obligation 
d
e
 livrer 
la c
h
o
s
e
 est 
p;irfaite 
p
a
r
 le 
seul c
o
n器
n
t
e
m
e
n
t
des parties contra-
ctantes. 
Elle r
e
n
d
 le 
creancier proprietaire et m
e
t
 
la 
c
h
o
s
e
 a
 ses risques d
e
s
 
!'instant 
o
u
 
elle 
a
 dft 
l!tre 
livree, 
e
n
c
o
r
e
 
q
n
e
 
la 
tradition 
n'en ait 
point ete 
faite, 
a
 m
o
i
n
s
 
q
u
e
 le 
debiteur n
e
 soit 
e
n
 d
e
m
e
u
r
e
 d
e
 la 
livrer; 
a
u
q
u
e
l
 cas la 
c
h
o
s
e
 reste 
a
u
x
 risques d
e
 ce dernier. 
此
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
売
買
は
、
品
質
及
び
数
量
に
於
て
の
み
確
定
し
た
物
品
を
対
象
と
す
る
即
ち
種
類
物
品
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
5JJ6 
れ
て
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
に
は
此
売
買
は
、
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
(chose d
e
 g
e
n
r
e
)
 
の
売
買
で
あ
る
。
船
舶
の
「
特
定
」
は
物
品
の
個
別
化
に
は
充
分
で
な
い
、
に
「
特
定
」
の
通
告
が
存
在
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
船
積
及
び
「
特
定
」
が
同
時
に
行
は
る
4
と
き
は
、
当
該
物
品
の
確
定
的
個
別
化
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
此
場
合
に
、
民
法
―
一
三
八
条
が
適
用
さ
る
4
と
せ
ば
、
物
品
が
個
別
化
さ
れ
た
と
き
に
、
所
有
権
は
買
主
に
移
転
さ
れ
る
の
で
あ
る
而
し
て
、
所
有
権
に
随
伴
し
て
危
険
も
移
転
す
る
。
し
か
し
此
見
解
は
今
日
に
於
て
は
学
説
上
既
に
棄
て
ら
「
単
綿
売
買
」
と
し
て
は
考
へ
ら
れ
ず
「
条
件
付
き
売
買
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
此
売
買
の
実
現
は
、
仕
向
地
へ
の
物
品
到
着
に
係
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
此
解
釈
も
、
法
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
正
確
な
り
と
は
云
へ
な
い
。
所
謂
「
条
件
付
き
」
と
考
へ
ら
れ
る
点
は
、
物
品
が
着
船
の
日
に
於
て
仕
向
地
に
存
在
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
即
ち
契
約
の
主
要
々
素
は
―
つ
の
条
件
と
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
「
将
来
の
物
品
の
売
買
」
と
称
す
る
を
妥
当
と
す
る
で
あ
ら
う
、
此
売
買
は
、
船
舶
到
着
港
に
於
て
「
特
定
」
船
舶
甲
板
上
に
存
在
す
る
荷
口
の
商
品
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
「
先
物
渡
売
買
」
に
は
何
等
か
条
件
付
き
性
質
が
存
在
す
る
、
即
ち
物
品
に
関
し
て
、
何
等
か
不
的
確
且
つ
懐
疑
的
の
も
の
が
存
在
す
る
が
た
め
で
あ
る
。
此
条
件
付
き
売
買
に
於
て
の
危
険
配
分
を
検
討
す
る
に
は
、
三
つ
の
仮
定
、
即
ち
、
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
せ
ざ
る
場
合
、
物
品
が
損
傷
状
態
に
於
て
到
着
す
る
場
合
及
び
物
品
到
着
遅
延
の
場
合
を
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
づ
、
物
品
全
損
の
場
合
を
見
る
に
、
物
品
積
載
船
舶
が
仕
向
港
に
到
着
前
、
積
荷
と
共
に
海
中
に
喪
失
し
た
る
と
き
に
は
、
物
品
の
全
損
が
発
生
す
る
、
叉
、
梱
め
て
稀
な
例
と
し
て
、
稼
載
船
貨
の
み
が
喪
失
し
て
、
船
舶
は
、
約
定
物
品
の
荷
口
を
積
載
せ
ず
し
て
着
港
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
斯
か
る
場
合
、
売
主
は
、
免
責
を
目
的
と
し
て
「
特
定
」
船
舶
上
に
約
定
品
を
船
積
し
た
る
事
実
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
共
立
証
は
船
荷
証
券
の
提
出
に
ゞ
よ
っ
て
な
さ
る
4
も
の
で
あ
る
、
此
場
合
、
荷
受
主
が
運
送
契
約
当
事
者
に
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
船
積
前
四
〇
547 
四
非
ら
ざ
る
に
せ
よ
船
荷
証
券
を
以
て
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
船
荷
証
券
の
提
出
は
、
運
送
契
約
の
存
在
を
立
証
す
る
が
た
め
で
は
な
く
約
定
物
品
の
荷
口
が
船
舶
甲
板
上
に
積
載
さ
れ
た
る
事
実
を
証
拠
立
て
る
が
た
め
で
あ
る
。
船
稼
の
事
実
は
此
売
買
に
於
て
最
も
重
要
な
る
要
素
で
あ
っ
て
必
ず
こ
れ
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
荷
受
人
側
と
し
て
ほ
証
券
面
の
記
載
事
項
に
対
し
て
の
異
議
、
証
券
の
「
前
日
附
」
の
指
摘
、
其
他
記
載
事
項
の
不
正
確
等
に
対
す
る
立
証
は
、
こ
れ
を
行
い
得
る
。
も
し
、
売
主
側
に
於
て
、
こ
れ
等
に
対
し
て
契
約
規
定
に
合
致
し
た
船
積
事
実
の
立
証
を
行
い
得
ざ
る
と
き
は
、
危
険
の
問
題
は
発
生
の
余
地
は
存
在
し
な
い
こ
と
A
な
る
。
反
之
、
売
主
側
が
、
完
全
な
る
船
積
を
立
証
し
得
て
、
而
し
て
、
物
品
が
喪
失
し
た
と
き
は
、
共
場
合
、
此
危
険
が
、
売
主
に
帰
属
す
る
や
或
ほ
買
主
の
負
担
と
な
る
も
の
な
り
や
の
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
「
特
定
」
船
舶
上
に
物
品
が
船
積
せ
ら
れ
た
と
き
物
品
は
個
別
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
故
に
、
所
有
権
は
、
買
主
に
移
転
す
る
、
而
し
て
民
法
―
一
三
八
条
に
よ
っ
て
、
物
品
喪
失
の
危
険
は
、
物
品
の
個
別
化
に
よ
っ
て
所
有
者
と
な
っ
た
と
こ
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、
そ
れ
等
危
険
な
る
も
の
は
、
売
主
側
の
当
然
負
担
す
べ
き
も
の
に
属
す
る
と
な
し
て
い
る
。
判
例
の
示
す
と
こ
ろ
も
、
ま
た
、
同
様
で
あ
る
。
た
ゞ
判
決
の
表
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
此
結
論
を
見
出
す
が
た
め
に
は
、
判
決
に
用
い
ら
れ
た
文
言
そ
の
も
の
を
其
儘
に
理
解
す
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
判
決
に
於
て
は
二
つ
の
点
、
即
ち
、
物
品
の
喪
失
に
よ
る
不
利
益
と
、
引
渡
不
能
よ
り
蒙
る
買
主
側
の
不
利
益
の
二
者
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
、
時
と
し
て
は
、
判
例
に
於
て
、
危
険
は
買
主
に
帰
属
す
る
と
し
た
場
合
も
見
出
さ
れ
る
、
買
主
と
し
て
は
、
物
品
が
航
海
中
の
事
故
に
よ
っ
て
、
仕
向
地
に
到
着
な
か
り
し
揚
合
に
は
、
買
主
と
し
て
は
、
売
主
に
対
し
て
何
等
損
害
賠
償
要
求
の
権
利
を
有
し
な
い
、
此
場
合
、
買
主
と
し
て
は
物
品
代
金
支
払
の
義
務
は
負
担
し
な
い
、
共
結
果
と
し
て
売
主
側
に
と
り
て
は
物
品
を
喪
失
し
な
が
ら
共
た
め
に
生
ず
る
不
利
益
に
関
し
て
何
等
の
賠
償
を
も
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
ろ
の
買
主
に
移
転
す
る
と
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
此
説
は
、
一
般
に
は
容
認
せ
ら
る
4
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
な
い
。
学
説
の
教
え
る
あ
る
説
に
よ
れ
ば
、
548 
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
受
け
得
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
が
、
船
積
さ
れ
た
物
品
の
荷
口
を
対
象
と
す
る
も
の
な
り
と
す
れ
ば
、
如
何
様
に
此
解
決
を
説
明
し
得
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
売
主
は
其
手
中
に
船
積
を
立
証
す
る
船
荷
証
券
を
所
持
し
て
い
る
、
売
主
ほ
此
証
券
を
買
主
に
移
転
し
て
物
品
占
有
権
を
確
保
せ
し
む
る
こ
と
が
出
来
る
、
然
ら
ば
、
品
喪
失
の
損
害
を
買
主
に
負
担
せ
し
め
得
ざ
る
や
の
疑
問
が
生
ず
る
こ
と
4
な
る
。
い
か
な
る
論
拠
に
よ
っ
て
海
難
に
よ
る
物
其
説
明
は
、
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
な
る
も
の
ほ
、
「
将
来
の
物
品
」
(
c
h
o
s
e
f
u
t
u
r
e
)
を
対
象
と
す
る
従
っ
て
必
然
的
に
条
件
付
き
の
要
求
を
具
へ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
せ
ざ
る
と
き
は
、
れ
、
其
損
失
は
所
有
者
と
し
て
の
売
主
の
負
担
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
此
揚
合
、
民
法
―
―
八
二
条
第
一
項
（
註
七
）
が
適
用
さ
れ
て
、
売
主
は
、
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
る
と
き
は
、
引
渡
し
の
義
務
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
共
物
品
が
事
故
に
よ
り
喪
失
し
た
る
と
き
は
、
売
主
ほ
買
主
に
対
し
て
何
物
を
も
要
求
す
る
権
利
を
有
し
な
い
、
売
主
は
、
も
し
此
場
合
運
送
業
者
が
責
任
を
負
ふ
も
の
と
思
惟
す
る
な
ら
ば
、
自
ら
運
送
業
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
要
求
の
訴
を
起
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
尚
物
品
が
、
仕
向
地
に
現
実
に
到
着
し
た
り
と
す
る
も
、
船
長
が
債
権
恢
収
の
た
め
、
当
該
物
品
上
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
る
が
如
き
或
は
海
損
発
生
の
た
め
積
荷
を
保
険
者
に
委
附
し
た
る
が
如
き
揚
合
は
、
全
損
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
Art. 1
1
8
2
:
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d
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L
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a
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i
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 d
e
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c
o
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v
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n
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o
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 d
e
m
e
u
r
e
 a
u
x
 r
i
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q
u
e
s
 d
u
 d
e
b
i
t
e
u
r
 q
u
i
 n
e
 s'est 
oblige d
e
 la 
livrer 
q
u
e
 d
a
n
s
 le 
c
a
s
 d
e
 
次
い
で
考
察
す
べ
き
問
題
は
、
物
品
の
毀
損
劣
化
の
場
合
で
あ
る
、
即
ち
、
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
る
際
不
良
な
る
状
態
に
於
て
見
出
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
第
一
に
考
慮
さ
る
べ
き
問
題
は
、
斯
か
る
不
良
状
態
を
惹
起
し
た
る
原
因
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
契
l
'
e
v
e
m
e
n
t
 d
e
 la condition. 
（
註
七
）
契
約
は
締
結
な
か
り
し
も
の
と
見
倣
さ
四
549 
ら
な
い
の
で
あ
る
。
et 
interests 
e
n
v
e
r
s
 
1
、acheteur)
四
約
に
合
致
せ
ざ
る
品
質
の
物
品
を
供
給
し
た
売
主
は
、
か
4
る
、
品
質
上
の
違
背
に
対
し
て
、
買
主
に
対
し
て
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
免
責
の
た
め
に
は
、
売
主
と
し
て
は
、
船
積
に
於
て
良
好
な
る
状
態
に
あ
っ
た
物
品
を
積
載
し
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
屋
ば
見
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
が
契
約
当
事
者
に
於
て
、
か
4
る
場
合
を
予
想
し
て
、
原
産
地
に
於
け
る
当
局
発
給
に
係
る
品
質
証
明
に
よ
っ
て
保
証
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
判
例
に
於
て
ほ
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
に
於
け
る
か
4
る
品
質
上
の
違
背
に
対
し
て
「
先
物
渡
し
売
買
」
(
V
e
n
t
e
a
 livrer)
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
、
民
法
一
六
四
五
条
に
従
っ
て
、
判
例
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
顕
現
さ
れ
ざ
る
品
質
上
の
差
異
は
、
こ
れ
を
隠
れ
た
る
瑕
疵
と
同
一
視
し
て
、
売
主
に
其
保
証
を
要
求
は
す
る
も
、
売
主
に
し
て
此
事
実
を
知
ら
ざ
る
と
き
は
、
損
害
賠
償
の
責
を
負
は
せ
て
い
な
い
(Art.
1645: Si le v
e
n
d
e
u
r
 
connaissait 
les 
vices 
d
e
 la 
chose, il 
est 
t
e
n
u
 
の
み
な
ら
ず
、
判
例
に
於
て
は
、
重
要
な
る
品
質
上
の
差
異
が
真
実
に
存
在
せ
ざ
る
限
り
、
買
主
を
し
て
契
約
解
除
を
行
は
し
め
て
い
な
い
。
取
引
当
事
者
間
に
於
て
は
、
契
約
上
の
約
款
に
よ
っ
て
、
品
質
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
売
主
側
責
任
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
も
の
が
履
ば
見
出
さ
れ
る
。
其
例
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
存
在
す
る
。
"
m
a
r
c
h
a
n
d
i
s
e
 saine a
 
I
、a
r
r
i
v
e
e
"
'
(
到
着
時
に
於
て
物
品
は
良
好
な
る
こ
と
）
"qualite
C
o
n
f
o
r
m
e
 a
 u
n
 echantillon," (
品
質
は
見
本
通
り
）
franc
d
e
 pourri 
et 
d
'
a
v
a
r
i
e
 (
~
敗
又
は
損
害
な
き
こ
と
）
こ
れ
等
は
品
質
の
相
違
に
対
し
て
買
主
を
保
護
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
叉
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
Î
qualite
telle 
quellè
＂
（
在
姿
の
儘
）
或
は
"qualite
v
u
e
 et 
a
g
r
e
e
e
"
 
(
品
質
は
点
検
さ
れ
承
認
さ
れ
た
る
も
の
）
の
如
き
約
款
の
存
在
す
る
場
合
は
買
主
に
於
て
は
何
等
の
異
議
な
く
物
品
受
諾
を
し
な
け
れ
ば
な
売
主
が
良
好
な
る
状
態
に
於
け
る
物
品
を
船
積
し
た
る
に
、
其
物
質
上
の
劣
化
が
不
慮
の
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
る
こ
と
を
証
明
し
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
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（
註
八
） 海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
「
特
定
」
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
正
し
く
謂
え
ば
条
た
る
と
き
は
、
買
主
は
斯
く
の
如
き
劣
化
し
た
る
物
品
の
受
諾
義
務
を
負
ふ
こ
と
4
な
る
。
尤
も
、
斯
か
4
る
場
合
、
買
主
に
は
引
き
渡
さ
れ
た
る
部
分
の
み
に
対
し
て
支
払
を
行
は
し
め
、
物
品
減
価
に
対
し
て
は
、
値
引
の
要
求
権
を
与
へ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
此
説
明
に
は
柩
め
て
困
難
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。
民
法
―
一
八
ニ
ー
―
―
一
項
（
註
八
）
に
よ
れ
ば
、
停
止
条
件
付
き
売
買
に
於
て
、
債
務
者
側
の
賓
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
故
に
よ
っ
て
損
傷
劣
化
し
た
る
物
品
を
提
供
さ
れ
た
買
主
は
、
其
契
約
を
解
除
す
る
か
或
は
代
金
の
減
額
無
く
し
て
物
品
を
共
儘
の
状
態
に
於
て
受
諾
す
る
か
の
選
択
権
が
与
へ
ら
れ
て
あ
る
。
若
し
Art. 1
1
8
2
ー
耳
.
Si 
la 
c
h
o
s
e
 s'est 
deterioree s
a
n
s
 la 
faute d
u
 debiteur, le creancier a
 le choix o
u
 d
e
 r
e
s
o
u
d
r
e
 
l'obligation, 
o
u
 d'exiger 
la 
c
h
o
s
e
 d
a
n
s
 
l'~tat 
o
u
 elle 
s
e
 trouve, 
s
a
n
s
 d
i
m
i
n
u
t
i
o
n
 d
u
 prix. 
此
規
定
を
適
用
す
る
と
せ
ば
、
買
主
に
対
し
物
品
を
拒
否
す
る
権
利
を
与
へ
る
か
或
は
、
買
主
が
当
該
物
品
を
受
諾
す
る
場
合
に
は
、
全
額
の
支
払
を
な
さ
し
む
る
か
い
づ
れ
か
の
結
果
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
件
付
き
売
買
で
は
な
い
、
こ
れ
は
先
物
商
品
の
売
買
に
属
す
る
、
た
と
へ
、
損
傷
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
物
品
が
仕
向
地
へ
到
着
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
時
に
於
て
物
品
は
億
存
す
る
の
で
あ
る
、
従
っ
て
必
然
的
に
引
渡
し
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
主
は
契
約
の
解
除
を
要
求
す
る
権
利
は
有
し
な
い
。
判
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
値
引
に
関
し
て
は
、
当
事
者
間
に
於
け
る
契
約
上
明
示
の
合
意
に
よ
っ
て
決
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
る
べ
き
も
の
は
、
物
品
引
渡
し
の
遅
延
で
あ
る
。
即
ち
、
特
定
さ
れ
た
船
舶
が
物
品
を
積
載
し
て
仕
向
港
に
到
着
す
る
も
、
遅
延
し
て
引
渡
し
の
た
め
定
め
ら
れ
た
る
期
間
を
経
過
し
た
る
場
合
で
あ
る
。
斯
か
る
遅
着
は
物
品
の
買
主
に
と
り
極
め
て
重
大
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、
約
定
物
品
の
使
用
又
は
売
捌
き
が
、
入
着
遅
延
の
た
め
屡
ば
不
能
に
陥
る
結
果
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
て
は
、
引
渡
し
期
間
な
る
も
の
は
規
定
さ
れ
な
い
、
売
四
四
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思
を
表
示
せ
ざ
る
限
り
、
此
売
買
は
延
長
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
註
九
）
し
か
し
、
此
売
買
は
、
四
五
主
側
は
、
た
ゞ
、
或
る
期
間
内
に
船
穣
を
約
す
る
、
し
か
し
物
品
の
現
実
の
引
渡
し
は
船
舶
の
仕
向
地
へ
の
到
着
の
時
に
於
て
行
は
る
る
こ
と
4
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
、
も
し
売
主
側
に
於
て
、
約
定
期
間
内
に
船
積
を
行
は
ざ
る
場
合
に
は
、
売
主
が
こ
の
不
履
行
に
対
し
て
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
売
主
側
が
共
期
間
内
に
船
稼
を
行
へ
ば
、
売
主
は
其
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
4
な
る
。
而
し
て
、
此
場
合
、
航
海
上
の
事
故
又
は
危
険
の
た
め
船
舶
の
遅
延
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
売
主
に
責
任
あ
り
と
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
物
品
引
渡
し
の
期
間
が
約
定
さ
れ
て
あ
る
と
き
は
、
事
態
は
糎
め
て
複
雑
と
な
る
。
条
件
付
き
売
買
の
槻
念
よ
り
す
れ
ば
、
契
約
解
除
を
認
む
る
こ
4
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
即
ち
、
条
件
が
確
定
期
間
内
に
成
就
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
将
来
の
商
品
」
の
売
買
で
あ
る
、
物
品
は
到
着
港
に
懺
存
す
る
の
で
あ
る
、
即
ち
契
約
は
其
時
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
、
従
っ
て
買
主
は
不
慮
の
事
故
に
因
る
遅
延
は
、
こ
れ
を
忍
ん
で
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
尤
も
、
売
買
契
約
文
言
の
解
釈
よ
り
し
て
、
規
定
期
間
内
に
船
舶
の
入
着
す
る
こ
と
が
―
つ
の
厳
格
な
る
売
買
条
件
で
あ
る
場
合
は
此
限
り
に
あ
ら
ず
と
す
る
。
（
冠
冦
01
晶
翌
o)
。
斯
か
る
場
合
、
買
主
側
は
、
期
間
延
長
権
を
留
保
す
る
こ
と
が
あ
る
、
此
約
款
は
、
約
定
さ
れ
た
期
間
内
に
船
舶
が
着
港
せ
ざ
る
と
き
は
、
其
売
買
を
継
続
す
る
こ
と
を
、
買
主
に
（
而
し
て
買
主
の
み
に
）
許
容
す
る
、
而
し
て
売
主
側
が
、
契
約
解
除
を
要
求
す
る
意
（
註
九
）
此
点
に
関
す
る
一
八
四
七
年
四
月
1
+-＝
日
マ
ル
セ
イ
ユ
、
一
八
四
七
年
六
月
十
二
日
ニ
イ
ス
併
に
一
八
八
二
年
十
二
月
一
日
の
判
例
に
徴
す
れ
ば
、
前
記
の
場
合
に
於
て
、
引
渡
期
間
満
了
の
際
に
於
て
、
買
主
が
取
引
期
問
の
延
長
を
明
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
し
か
し
、
斯
か
る
明
示
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
く
又
、
此
点
に
関
し
て
書
面
を
以
て
正
式
に
意
思
表
示
を
す
る
義
務
も
な
い
。
引
渡
期
間
満
了
の
際
に
於
て
、
売
主
が
何
等
の
意
思
を
表
示
せ
ず
。
所
定
期
間
に
不
履
行
の
故
を
以
っ
て
契
約
を
解
除
す
る
意
思
を
明
示
せ
ざ
る
と
き
は
、
此
売
買
は
黙
示
的
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
4
な
る
。
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
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点
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
の
物
品
は
、
種
類
(genre)
に
つ
い
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
て
、
斯
か
る
種
類
物
品
に
於
て
、
運
送
に
あ
た
る
船
舶
が
そ
の
仕
向
地
に
安
全
到
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
条
件
付
き
売
買
で
あ
る
、
他
の
性
質
は
、
―
つ
は
、
此
売
買
は
っ
て
、
共
成
立
は
、
契
約
上
、
売
主
に
よ
っ
て
、
「
特
定
」
さ
れ
又
は
「
特
定
」
さ
る
べ
き
船
舶
上
に
物
品
が
稼
載
さ
れ
て
、
仕
向
地
教
授
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
以
下
、
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
の
法
的
性
質
に
関
す
る
A.
G
a
u
b
e
r
t
教
授
の
所
説
を
こ
こ
に
参
照
す
る
、
「
ゴ
ー
ベ
ー
ル
」
停
止
条
件
付
売
買
な
り
や
、
な
い
、
d
e
 g
e
n
r
e
)
 
「
特
定
」
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
、
海
上
運
送
に
よ
っ
て
引
渡
し
の
行
は
れ
る
物
品
の
売
買
で
あ
に
到
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
此
定
義
よ
り
し
て
二
個
の
主
要
特
質
が
摘
出
さ
れ
る
、
「
確
定
物
」
の
売
買
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
づ
、
此
売
買
を
「
条
件
付
き
」
売
買
と
し
て
考
察
す
る
に
、
其
「
条
件
」
と
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
物
品
併
に
其
物
品
の
一
八
五
五
年
八
月
二
十
四
日
に
於
け
る
馬
耳
塞
裁
判
所
の
判
決
「
此
売
買
は
、
物
品
が
運
送
中
喪
失
し
た
場
合
に
は
無
効
と
な
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
此
売
買
は
又
は
、
解
除
条
件
な
り
や
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
、
此
問
題
は
、
危
険
と
所
有
権
移
転
の
見
地
か
ら
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
4
に
於
て
は
、
こ
れ
を
停
止
条
件
付
き
売
買
な
り
と
論
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
せ
ざ
る
限
り
、
売
主
は
そ
の
引
渡
し
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
は
解
釈
さ
れ
ず
、
買
主
は
ま
た
、
代
金
支
払
義
務
あ
り
と
も
考
へ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
物
品
到
着
の
此
瞬
間
ま
で
両
当
事
者
の
間
に
は
、
何
等
確
定
的
に
法
律
関
係
は
成
立
し
て
い
た
ゞ
、
此
物
品
到
着
の
実
現
し
た
と
き
に
於
て
初
め
て
、
両
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
義
務
が
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
け
る
第
二
の
主
要
特
性
は
、
此
売
買
は
確
定
物
(corps
certain) 
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
C
h
o
s
e
 
は
、
こ
れ
を
包
蔵
す
る
容
器
を
指
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
別
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
物
品
積
載
に
供
用
さ
れ
て
あ
る
船
舶
を
「
特
定
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
其
物
品
は
個
別
化
さ
れ
る
こ
と
4
な
り
、
爾
後
、
そ
の
売
買
契
約
の
履
行
に
の
み
充
当
せ
ら
四
六
553 
べ
き
に
至
る
か
、
失
ふ
に
至
る
、
四
七
れ
る
の
で
あ
る
。
（
芯
勺
胴
蹂
茫
）
而
し
て
、
此
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
な
る
も
の
は
、
実
定
契
約
で
あ
る
の
か
、
或
は
然
ら
ず
し
て
、
射
倖
契
約
に
属
す
る
も
の
の
謂
ふ
と
こ
ろ
に
、
従
へ
ば
、
実
定
契
約
な
る
も
の
は
、
両
当
事
者
が
負
担
す
る
と
こ
ろ
の
給
付
の
範
囲
が
即
時
に
確
定
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
、
当
事
者
の
各
々
が
契
約
に
よ
っ
て
生
ず
る
利
益
又
は
損
失
を
即
時
に
見
積
り
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
射
倖
契
約
な
る
も
の
は
、
当
事
者
の
一
方
が
負
担
す
る
と
こ
ろ
の
給
付
が
不
確
定
な
る
事
実
の
発
生
に
か
4
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
事
実
が
実
現
す
る
ま
で
は
損
益
評
価
を
し
て
不
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
。
此
定
「
条
件
付
き
契
約
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
実
定
契
約
」
で
あ
る
。
事
実
、
も
し
、
当
事
者
の
相
互
的
義
務
が
あ
る
条
件
に
よ
っ
て
停
止
さ
る
4
場
合
に
は
、
少
く
と
も
、
そ
れ
等
義
務
の
範
囲
は
、
契
約
締
結
の
時
に
於
て
判
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
売
主
と
し
て
は
、
「
条
件
」
が
実
現
す
る
場
合
に
は
、
幾
何
の
物
品
数
量
を
引
渡
す
又
、
買
主
と
し
て
は
幾
何
の
金
額
支
払
の
義
務
を
負
ふ
に
至
る
か
は
、
直
ち
に
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
此
売
買
の
条
件
付
き
性
格
は
、
契
約
当
事
者
の
各
々
に
対
し
真
の
射
倖
的
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
一
般
に
謂
ふ
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
せ
ざ
る
と
き
は
、
売
主
は
、
買
主
に
対
し
て
、
約
定
代
金
支
払
請
求
権
を
又
、
同
時
に
、
物
品
及
び
当
然
入
手
す
べ
か
り
し
代
金
も
喪
失
す
る
の
で
あ
る
、
こ
4
に
所
謂
損
失
の
真
の
偶
然
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
買
主
側
に
と
っ
て
は
、
買
主
が
負
担
す
る
射
倖
性
の
割
前
も
ま
た
、
売
主
側
の
そ
れ
に
比
し
、
同
様
に
現
実
的
で
あ
る
。
即
ち
、
買
主
側
は
自
己
が
期
待
し
た
る
売
買
取
引
を
消
失
す
る
危
険
を
お
か
す
こ
と
4
な
り
そ
れ
に
よ
っ
て
、
物
品
転
売
に
よ
っ
て
獲
得
す
べ
か
り
し
利
益
も
失
ふ
に
至
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
、
買
主
が
剥
奪
し
去
ら
れ
る
利
益
な
る
も
の
は
偶
然
的
の
も
の
る。
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
れ
が
実
際
取
引
の
場
合
に
は
、
義
の
意
味
に
於
て
「
特
定
」
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
な
る
も
の
は
、
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
論
者
(M.
Planiol) 
55ム
落
の
公
算
あ
る
と
き
は
、
避
け
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
買
主
と
っ
て
、
上
述
の
如
等
の
責
任
を
負
は
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
で
は
な
く
、
ま
た
か
4
る
偶
然
的
利
益
に
対
し
て
買
主
は
、
予
め
こ
れ
を
期
待
す
る
権
利
を
持
た
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
反
し
、
此
利
益
な
る
も
の
は
当
然
の
利
益
で
あ
り
又
予
め
期
待
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
商
人
の
職
業
上
正
常
の
結
果
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
損
害
は
買
主
側
に
と
っ
て
は
、
何
人
に
対
し
て
も
償
還
を
求
む
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
理
由
は
、
此
売
買
に
於
て
は
、
売
主
側
は
、
船
舶
が
仕
向
地
に
安
着
し
た
と
き
引
渡
し
義
務
を
負
ふ
に
止
り
、
海
難
に
よ
っ
て
引
渡
し
を
不
履
行
し
た
る
場
合
は
、
何
斯
く
の
如
く
、
海
外
に
取
引
先
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
営
業
上
必
要
な
る
商
品
獲
得
の
た
め
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
条
件
を
以
て
物
品
を
購
入
す
る
商
人
は
上
記
の
如
き
燒
倖
の
危
険
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
境
遇
下
の
商
人
と
し
て
は
、
買
付
商
品
を
果
し
て
入
手
し
得
る
や
否
や
を
確
信
し
得
ざ
る
が
故
に
、
そ
の
商
品
を
転
売
す
る
こ
と
も
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
か
4
る
商
人
に
其
払
っ
た
と
こ
ろ
の
労
力
及
び
心
労
が
如
何
に
報
ひ
ら
る
4
か
ゞ
窮
局
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
買
主
が
、
く
、
利
益
剥
奪
の
状
態
に
置
か
れ
る
事
実
以
外
に
、
買
主
が
物
品
の
運
送
途
上
に
於
て
、
こ
れ
を
転
売
し
た
る
第
二
次
の
買
主
に
対
し
て
、
引
渡
し
不
履
行
の
結
果
と
し
て
、
損
害
賠
償
支
払
の
責
を
負
ふ
場
合
も
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
買
主
の
み
が
不
利
を
蒙
る
場
合
で
あ
る
。
時
の
状
況
如
何
に
よ
り
て
は
、
買
主
側
は
斯
く
の
如
き
方
法
に
よ
る
こ
と
を
余
義
な
く
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
買
付
品
市
価
低
こ
れ
に
備
え
て
転
売
の
方
法
に
拠
る
こ
と
も
、
ま
た
、
が
、
転
売
物
品
引
渡
不
能
の
た
め
、
第
二
次
買
主
へ
の
賠
償
支
払
は
、
単
な
る
利
益
の
喪
失
に
比
し
て
更
に
大
な
る
損
害
を
構
成
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
異
な
っ
た
観
点
か
ら
見
る
に
、
契
約
実
現
の
不
確
定
性
で
な
く
、
契
約
が
履
行
の
機
会
あ
る
場
合
、
買
主
の
負
担
す
る
危
険
も
ま
た
掲
ら
ず
大
で
あ
る
、
即
ち
、
買
主
は
、
市
価
低
落
の
時
に
於
て
、
物
品
引
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
斯
か
る
市
況
の
下
に
於
て
は
、
物
品
到
着
前
市
価
が
高
位
に
あ
っ
た
が
た
め
買
付
物
品
の
転
売
不
能
を
来
す
こ
と
が
あ
り
、
正
常
四
八
sss 
の
期
待
利
益
を
逸
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
此
契
約
に
は
、
実
現
不
能
の
可
能
性
が
存
在
す
る
が
た
め
、
仏
L
a
vente sur e
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
)
 
届
L
a
vendita s
u
 i
m
b
a
r
c
o
 
四
九
此
売
買
に
於
て
、
条
件
と
し
て
の
事
実
が
実
現
し
、
航
海
に
関
す
る
正
常
規
定
通
り
船
舶
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
る
と
き
は
何
等
の
射
倖
性
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
、
此
際
売
買
ほ
履
行
さ
れ
、
契
約
両
当
事
者
は
そ
れ
ぞ
れ
均
等
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
4
な
る
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
次
い
で
発
生
し
た
の
が
「
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
で
あ
っ
た
、
其
慣
行
の
最
盛
期
は
、
八
七
五
年
の
交
で
あ
っ
た
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
其
当
時
に
於
て
は
、
交
通
状
況
は
、
前
時
代
に
比
し
て
頻
繁
度
を
増
加
し
、
公
海
上
の
航
行
も
安
全
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
各
国
海
港
と
の
連
絡
も
蒸
汽
船
定
期
航
海
の
開
始
に
よ
り
緊
密
化
を
増
大
す
る
に
至
り
、
前
時
代
に
於
け
る
が
如
く
物
品
積
載
に
供
せ
ら
る
べ
き
船
舶
名
を
契
約
上
特
定
す
る
要
も
認
め
ら
れ
ざ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
売
買
上
、
売
主
に
対
し
、
何
れ
の
船
舶
に
積
載
す
る
も
こ
れ
を
妨
げ
ず
、
従
前
の
方
式
に
比
し
て
、
此
点
、
簡
易
化
を
実
現
し
得
た
も
の
で
あ
る
。
売
主
側
に
と
っ
て
は
、
船
舶
の
特
定
化
、
延
い
て
は
、
物
品
の
特
定
化
は
、
契
約
履
行
上
何
等
の
重
要
性
を
有
せ
ざ
る
こ
と
4
な
り
、
自
己
が
船
積
し
た
る
何
れ
の
船
舶
の
積
荷
を
も
引
渡
し
に
充
当
し
得
る
が
如
き
利
益
を
享
受
し
得
た
の
で
あ
る
、
尤
も
、
あ
る
一
定
期
間
内
に
船
積
す
る
義
務
は
当
然
売
主
側
に
於
て
負
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
、
此
期
間
内
に
於
て
、
契
約
に
充
当
さ
る
べ
く
正
確
に
個
別
化
せ
ら
れ
た
る
荷
口
を
予
め
買
主
に
通
告
す
義
務
は
存
在
せ
ず
、
契
約
に
合
致
し
た
る
物
品
に
し
て
船
積
せ
ら
海
上
売
買
形
態
研
究
(
1
1
1
)
(
賀
屋
）
二
、
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
一
面
に
於
て
、
射
倖
性
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
556 
売
主
と
し
て
は
、
一
ヶ
月
又
は
ニ
ヶ
月
の
期
間
を
留
保
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
共
期
間
は
、
月
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
、
習
慣
上
、
指
定
さ
れ
た
最
初
の
月
の
初
日
か
ら
、
最
後
の
月
の
末
日
迄
と
決
定
さ
れ
る
、
例
之
、
fevrier" (
一
L-月
積
出
）
な
る
指
定
あ
る
と
き
は
、
売
主
と
し
て
は
、
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
此
積
出
期
間
が
、
上
記
の
如
き
正
確
さ
を
以
て
指
定
さ
れ
な
い
場
合
も
存
在
す
る
例
之
、
"
p
r
o
m
p
t
e
e
m
b
a
r
q
u
e
t
n
e
n
t
 "
 (
即
時
積
出
し
）
な
る
約
款
の
場
合
は
、
習
慣
上
三
週
間
と
了
解
さ
れ
る
（
コ
苓
翌
謂
1
-
5
迄
芝
云
三
ご
ー
四
）
。
6
E^
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
a
u
 plus 
t
o
t
"
 C
船
積
は
出
来
る
だ
け
早
く
）
或
は
"
M
a
r
c
h
a
n
d
i
s
e
a
 em
b
a
r
q
u
e
r
 i
n
c
e
s
s
a
m
m
e
n
t
"
 
(
物
品
は
可
及
的
速
に
船
積
さ
る
べ
i
m
m
e
d
i
a
t
 
(
即
時
積
出
し
）
は
売
主
に
対
し
、
き
こ
と
）
等
の
約
款
は
、
売
主
に
対
し
「
な
し
能
ふ
限
り
迅
速
に
」
船
積
の
義
務
を
負
は
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
点
＾
E
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
「
な
し
能
ふ
限
り
迅
速
に
」
船
積
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
最
大
限
船
積
期
間
は
、
契
約
上
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ょ
E
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
Janvier-
一
般
的
に
は
、
売
主
に
対
し
、
可
成
余
裕
あ
る
時
日
が
与
ら
れ
て
い
る
、
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
が
、
共
本
質
は
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
れ
た
る
も
の
は
何
れ
の
荷
口
を
問
は
ず
発
送
の
自
由
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
売
買
は
ら^に
v
e
n
t
e
a
u
 d
e
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
'
`
（
揚
荷
渡
売
買
）
此
売
買
は
、
あ
る
確
定
し
た
品
質
の
物
品
に
つ
き
其
あ
る
数
量
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
売
主
は
、
約
定
港
に
於
て
引
渡
し
を
履
行
す
る
た
め
あ
る
期
間
内
に
船
積
を
約
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
売
主
は
、
契
約
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
定
の
期
間
内
に
船
積
の
義
務
を
負
ふ
、
而
し
て
、
共
期
間
内
に
確
定
数
量
の
物
品
を
現
実
に
船
積
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
↓
勺
笠
噂
ー
ニ
ー
ー
ニ
↓
5
勺
包
晶
苫
ザ
）
斯
か
る
船
稼
を
阻
止
す
る
不
可
抗
力
の
存
在
を
立
証
し
得
ざ
る
限
り
は
、
売
主
は
共
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
な
い
。
不
可
抗
力
に
よ
る
船
壁
不
履
行
を
立
証
し
得
た
る
と
き
は
、
売
買
は
解
除
さ
れ
、
売
、
王
は
何
等
損
害
賠
償
の
責
を
負
は
な
い
。
（
↓
か
ゴ
i
1
却
屯
f
叫）。
一
月
一
日
よ
り
二
月
二
十
八
日
迄
の
間
に
於
て
船
積
す
る
こ
で
あ
る
。
^^L
a
 vente.sur e
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
"
 
五
0
SS7 
な
る
約
款
が
使
用
さ
れ
る
、
此
揚
合
は
、
売
主
と
し
て
は
、
物
品
発
送
を
行
ふ
た
め
、
五
（
最
初
の
船
舶
に
よ
っ
て
積
出
し
を
行
ふ
こ
と
）
な
る
約
款
は
、
物
品
を
船
積
し
得
る
最
初
の
寄
港
船
に
よ
っ
て
積
出
し
を
行
ふ
こ
と
を
命
ず
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
、
船
績
不
能
の
場
合
に
於
て
は
売
主
側
が
立
証
の
責
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
時
と
し
て
は
、
^
^
l
'
e
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
 a
u
r
a
 lieu 
d
e
;
 q
u
e
 le 
v
e
n
d
e
u
r
 p
o
u
r
r
a
 le 
faire" 
(
船
稼
は
売
主
が
な
し
能
ふ
と
き
直
ち
に
行
は
れ
る
）
な
い
。
も
し
不
履
行
が
存
在
す
る
場
合
は
買
主
側
が
、
売
主
が
な
し
能
ふ
べ
く
し
て
船
被
を
不
殷
行
し
た
る
事
実
の
立
証
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
判
例
上
見
ら
る
4
決
定
に
よ
れ
ば
、
買
主
は
、
船
舶
が
仕
向
港
に
む
け
被
込
港
を
出
港
し
た
る
こ
と
の
立
証
を
行
い
て
、
充
分
な
る
証
拠
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
4
な
っ
て
い
る
、
此
揚
合
は
、
船
腋
の
不
能
な
り
し
事
実
は
マ
ル
セ
イ
ユ
判
例
、
一
九
二
0
ー）。
売
主
側
に
立
証
の
責
が
あ
る
。
（
一
が
一
―
-
0
0
1
ま1
話
~
1
-
1
0
、
此
売
買
に
於
て
船
稼
の
事
実
そ
の
も
の
は
、
売
約
品
を
個
別
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
売
主
は
仕
向
地
に
到
着
し
た
物
品
を
売
約
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
異
っ
た
数
疫
の
船
舶
に
よ
っ
て
同
等
品
を
発
送
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
売
主
と
し
て
は
、
買
主
に
対
し
て
、
運
送
に
供
用
さ
れ
る
船
舶
名
を
指
示
す
る
義
務
は
な
い
の
で
あ
る
が
故
に
、
売
主
と
し
て
は
物
品
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
と
き
、
自
己
の
選
択
に
よ
っ
て
、
い
づ
れ
か
の
荷
口
か
ら
引
渡
し
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
此
時
に
於
て
、
売
約
さ
れ
た
「
種
類
物
品
」
に
つ
い
て
初
め
て
個
別
化
が
行
は
れ
る
こ
と
4
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
売
主
が
、
自
己
の
選
択
に
よ
っ
て
引
渡
し
の
で
き
る
荷
口
は
約
定
期
間
内
に
船
稼
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
は
ち
斯
く
の
如
く
、
引
渡
し
に
充
当
し
得
る
荷
口
は
約
定
間
期
内
に
船
糠
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
そ
の
期
間
に
先
き
立
っ
て
船
積
さ
れ
又
は
期
間
よ
り
お
く
れ
て
稼
荷
さ
れ
た
も
の
4
提
供
は
契
約
上
無
効
で
あ
る
。
買
主
側
と
し
て
は
、
斯
く
の
如
く
早
積
又
は
遅
積
の
荷
口
は
売
買
条
件
に
適
合
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
受
海
上
売
買
形
態
研
究
（
一
1-
）
（
賀
屋
）
度
八
日
(huit 
jours 
一
般
に
は
一
週
間
）
を
超
過
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
又
、
し
か
し
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
」
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
'
E
m
b
a
r
q
u
e
m
e
n
t
 s
u
r
 p
r
e
m
i
e
r
 v
a
p
e
u
r
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海
上
売
買
形
懇
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
売
主
は
、
売
約
物
品
を
仕
向
地
へ
到
達
せ
し
む
る
義
務
を
有
す
る
、
而
し
て
連
送
に
供
用
さ
る
4
船
舶
に
関
し
て
は
自
由
選
択
権
を
有
す
る
、
又
、
発
送
物
品
は
、
前
述
の
如
く
、
数
隻
の
異
っ
た
船
舶
に
積
載
す
る
自
由
も
有
す
る
、
か
4
る
複
数
船
舶
に
よ
る
積
出
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
得
べ
き
紛
議
を
回
避
す
る
が
た
め
に
「
発
送
は
一
隻
或
は
数
隻
の
船
舶
に
よ
る
」
旨
の
契
約
約
款
を
附
加
し
て
、
斯
か
る
選
択
権
を
予
め
保
留
す
る
こ
と
が
行
は
れ
た
。
売
主
は
、
約
定
物
品
を
、
引
渡
港
を
到
着
港
と
す
る
船
舶
上
に
積
載
せ
わ
ば
な
ら
な
い
、
斯
か
る
仕
向
港
に
物
品
を
到
達
せ
し
む
る
が
た
め
に
は
、
物
品
の
積
替
へ
に
よ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
買
主
側
と
し
て
は
、
稼
込
期
日
を
起
点
と
し
て
引
渡
し
期
日
に
関
す
る
概
算
を
な
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
し
、
物
品
連
送
途
上
に
於
て
蹟
替
が
行
は
る
4
こ
と
あ
り
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
引
渡
期
日
の
算
出
は
不
能
と
な
る
。
従
っ
て
、
契
約
上
、
＾
＾
P
a
r
v
a
p
e
u
r
 airect" 
（
直
航
船
舶
に
よ
っ
て
）
或
は
、••
I
m
p
o
r
t
a
t
i
o
n
directe" 
(
直
接
の
輸
入
に
よ
っ
て
）
等
の
約
款
が
挿
入
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
此
約
款
は
、
あ
ら
ゆ
る
稼
替
或
は
臨
時
の
寄
港
は
許
さ
れ
な
い
が
、
予
め
定
め
ら
れ
た
正
規
の
寄
港
は
当
然
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
買
主
に
対
す
る
物
品
の
引
渡
し
は
、
仕
向
地
に
船
舶
が
到
着
し
た
る
と
き
に
行
は
れ
る
、
共
引
渡
の
期
間
は
、
売
買
契
約
上
、
正
確
に
は
決
定
さ
れ
な
い
、
此
先
物
渡
し
契
約
に
於
て
、
契
約
上
定
め
ら
れ
た
る
船
積
日
に
よ
っ
て
、
引
渡
期
日
の
概
算
を
行
ふ
の
は
買
主
側
の
な
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
、
も
し
契
約
上
船
積
を
二
月
／
―
―
一
月
と
規
定
し
た
る
と
き
仕
向
地
へ
の
船
舶
到
達
に
十
五
日
を
要
す
る
も
の
と
す
る
と
き
は
、
物
品
の
引
渡
し
は
二
月
十
五
日
よ
り
四
月
十
五
日
の
間
に
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。
此
期
間
内
に
、
売
主
ほ
、
物
品
を
自
己
の
選
択
に
よ
っ
て
、
売
買
契
約
に
充
当
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
即
ち
物
品
運
送
に
供
用
さ
る
4
船
舶
は
「
特
定
」
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
斯
か
る
物
品
は
、
契
約
上
決
定
せ
ら
れ
た
期
間
内
に
於
て
、
積
込
港
に
於
て
舶
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
関
係
よ
り
し
て
、
売
主
ほ
代
替
物
品
提
供
権
を
有
す
る
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
此
権
利
な
る
諾
拒
否
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
五
559 
ー
一
五
、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
）
一
八
九
一
1II
一
マ
ー
八
等
も
の
は
制
限
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
を
要
す
る
、
五
た
と
へ
ば
、
売
主
が
、
買
主
に
対
し
て
引
渡
し
を
行
ふ
が
た
め
、
引
渡
港
に
於
て
物
品
の
買
入
れ
を
行
ふ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
理
由
は
、
此
契
約
は
、
海
上
運
送
に
よ
っ
て
到
着
し
た
る
物
品
を
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
物
品
引
渡
の
時
に
於
て
、
該
物
品
の
品
質
、
数
量
、
或
は
原
産
地
等
に
関
し
て
紛
議
の
発
生
が
考
へ
得
ら
れ
る
が
、
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
関
し
て
特
別
の
解
釈
は
存
在
し
な
い
、
売
主
の
責
任
は
、
普
通
法
の
認
む
る
条
件
の
範
囲
内
で
定
ま
「
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
は
、
条
件
付
き
売
買
と
し
て
は
考
慮
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
こ
の
こ
と
は
誰
し
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
此
売
買
に
於
て
は
、
船
舶
の
特
定
は
行
は
れ
な
い
、
而
し
て
売
買
の
効
果
は
、
船
舶
の
到
着
な
る
事
実
に
か
4
ら
な
い
。
此
売
買
に
於
て
は
、
物
品
．
が
船
旅
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
も
の
な
り
と
す
る
こ
と
が
屋
ば
謂
は
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
此
条
件
な
る
も
の
は
、
売
主
側
の
主
要
義
務
た
る
こ
と
を
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
此
売
買
が
船
積
を
条
件
と
す
る
も
の
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ
は
、
債
務
者
側
に
於
け
る
単
な
る
随
意
条
件
で
あ
り
、
共
た
め
売
買
の
無
効
を
結
果
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
な
る
も
の
は
、
単
に
、
種
類
物
品
の
「
先
物
渡
し
売
買
」
た
る
に
す
ぎ
ず
、
売
主
が
仕
向
港
に
該
物
品
を
送
達
し
、
此
港
に
於
て
買
主
に
引
渡
し
を
行
ふ
義
務
を
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。
当
事
者
間
の
合
意
に
合
致
す
る
物
品
が
引
渡
し
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
即
ち
次
の
三
例
に
於
て
、
こ
れ
が
い
か
に
処
理
さ
る
べ
き
か
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
、
物
品
が
全
損
を
生
じ
た
る
と
き
は
、
売
主
は
、
物
品
を
契
約
上
定
め
ら
れ
た
る
期
間
内
に
船
稼
し
た
る
事
実
を
立
証
す
る
責
を
負
ふ
、
其
立
証
は
、
船
積
の
事
実
と
船
稼
日
を
証
明
す
る
船
荷
証
券
の
提
出
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
（
三
→
〗
心
訊
ー
一
ハ
ユ
呼
五
乙
玉
公
年
1
5
る。
嘗
て
、
売
主
及
び
運
送
業
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
船
荷
証
券
は
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で
な
い
と
こ
ろ
の
荷
受
人
に
は
対
抗
力
な
し
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
此
船
荷
証
券
の
提
示
に
よ
る
立
証
は
、
第
三
者
に
対
し
て
、
運
送
契
約
条
件
を
立
証
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
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す
る
の
で
は
な
く
、
船
稿
の
事
実
そ
の
も
の
を
証
明
す
る
が
た
め
で
あ
っ
て
、
船
荷
証
券
に
よ
っ
て
こ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
に
は
異
論
を
狭
む
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
買
主
側
に
於
て
は
、
船
荷
証
券
日
附
の
非
真
実
性
を
反
証
し
て
、
船
荷
証
券
に
よ
る
立
証
を
覆
す
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
反
証
挙
示
の
権
利
は
売
主
側
に
は
与
へ
ら
れ
な
い
、
理
由
は
、
売
主
は
船
荷
証
券
の
当
事
者
で
あ
っ
て
、
其
内
容
と
し
て
の
記
載
事
項
に
対
し
て
は
何
等
異
議
を
狭
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
船
績
を
不
履
行
し
た
売
主
は
、
自
己
の
負
担
す
べ
き
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
た
も
の
で
あ
り
、
買
主
は
売
買
契
約
の
解
除
を
要
求
す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
4
な
る
。
売
主
が
、
船
精
不
履
行
を
お
か
す
に
至
っ
た
事
由
が
不
可
抗
力
に
基
く
こ
と
を
立
証
し
得
ざ
る
場
合
は
、
買
主
に
対
し
損
害
賠
償
の
要
求
権
が
与
へ
ら
れ
る
。
契
約
上
所
定
の
期
間
内
に
船
放
せ
ら
れ
た
る
物
品
が
、
巡
送
の
途
上
に
於
て
、
物
品
の
み
或
は
船
舶
と
斯
く
の
如
き
物
品
の
喪
失
は
何
人
の
危
険
に
帰
属
す
る
や
の
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
端
的
に
云
へ
ば
、
斯
か
る
物
品
の
喪
失
は
売
主
の
危
険
に
帰
属
す
る
。
唯
其
解
択
は
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
の
場
合
と
同
様
で
な
い
、
此
場
合
、
売
主
の
責
任
は
柩
め
て
重
い
。
買
主
側
が
代
金
支
払
の
義
務
か
ら
免
除
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
も
し
買
主
側
が
欲
す
る
場
合
は
、
売
買
の
履
行
が
追
求
さ
れ
て
喪
失
物
品
の
代
替
提
供
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
此
売
買
は
所
謂
「
種
類
物
品
」
(
G
e
n
e
r
a
 n
o
n
 p
e
r
e
u
n
t
)
 
あ
っ
て
、
唯
、
物
品
引
渡
し
履
行
の
義
務
は
依
然
と
し
て
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
(chose 
の
原
則
に
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
場
合
、
売
主
は
、
損
害
賠
償
の
責
に
問
は
れ
る
こ
と
は
な
い
、
理
由
は
、
共
義
務
の
不
履
行
は
、
偶
然
の
事
故
に
帰
因
す
る
も
の
で
如
斯
、
売
主
の
地
位
は
柩
め
て
不
利
で
あ
る
、
た
ゞ
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
点
は
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
て
は
、
売
主
側
は
、
運
送
に
供
用
さ
れ
た
船
舶
の
自
由
選
択
権
を
有
し
て
い
る
、
而
し
て
、
約
定
期
間
内
に
船
積
せ
ら
れ
た
る
す
べ
て
の
物
品
を
契
約
に
充
当
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
権
利
は
、
こ
れ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
約
定
物
品
の
引
渡
し
の
義
務
を
負
い
、
偶
然
の
事
故
に
よ
d
e
 g
e
n
r
e
)
 
を
目
的
と
す
る
、
即
ち
「
種
類
は
滅
せ
ず
」
共
に
喪
失
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
悔
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き
は
契
約
義
務
の
違
反
が
発
生
す
る
。
船
荷
証
券
は
反
証
挙
示
の
あ
る
ま
で
は
、
五
五
物
品
船
積
日
を
立
証
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
自
己
の
買
主
船
積
さ
れ
た
物
品
が
、
仕
向
地
へ
到
着
し
た
る
と
き
、
海
難
の
結
果
と
し
て
、
損
傷
状
態
に
あ
る
こ
と
が
発
生
し
得
る
。
売
主
と
し
て
は
、
斯
か
る
場
合
、
善
良
な
る
状
態
に
於
け
る
物
品
を
船
積
し
た
る
事
実
を
立
証
し
て
、
其
責
任
か
ら
逸
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
理
由
と
し
て
は
、
売
約
物
品
が
個
別
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
売
主
は
、
物
品
の
あ
る
数
量
を
、
荷
揚
げ
に
於
て
引
渡
す
べ
く
売
約
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
か
4
る
物
品
は
契
約
上
の
条
件
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
斯
か
る
物
品
の
品
質
状
態
劣
化
の
危
険
は
、
売
主
側
に
帰
属
す
る
。
買
主
側
は
、
売
約
物
品
の
劣
化
に
対
し
て
売
買
契
約
解
除
の
訴
へ
を
起
す
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
買
ヽ
王
は
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
の
場
合
に
比
し
て
、
よ
り
よ
く
保
護
さ
れ
て
い
る
、
共
理
由
は
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
て
は
、
買
主
ほ
損
傷
物
品
に
関
し
て
ほ
法
廷
の
普
通
許
容
す
る
、
代
金
の
減
額
を
要
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
が
、
反
面
か
4
る
物
品
の
引
取
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
売
主
は
、
契
約
に
規
定
さ
れ
た
期
間
内
に
船
積
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
而
し
て
船
積
を
行
は
ず
し
て
此
期
間
を
経
過
せ
し
め
た
る
と
が
、
船
積
の
た
め
規
定
さ
れ
た
期
間
内
に
物
品
を
受
取
ら
な
い
と
き
は
、
契
約
を
解
除
す
る
権
利
を
有
す
る
、
し
か
し
な
が
ら
、
共
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
買
主
は
、
何
等
の
異
議
な
く
、
引
渡
し
さ
れ
た
る
「
引
渡
し
書
」
(Bon
d
e
 livraison)
を
受
諾
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
か
4
る
場
合
、
買
主
は
、
約
定
期
間
に
船
積
な
か
り
し
こ
と
に
対
し
て
解
約
要
求
権
を
失
っ
た
も
の
と
判
示
さ
れ
て
い
る
（
コ
苓
杞
｝
『
9
-
琴
宝
ー
ニ
ー
八
）
＇
売
主
が
、
約
定
期
間
内
に
船
積
手
続
を
了
し
た
る
と
き
は
、
負
ふ
べ
き
義
務
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
買
主
と
し
て
は
、
船
舶
の
仕
向
港
に
到
着
の
日
如
何
に
拘
ら
ず
共
物
品
の
受
諾
義
務
が
あ
る
。
従
っ
て
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
の
場
合
の
如
く
、
買
主
は
、
何
等
の
求
償
権
の
行
使
を
行
は
ず
し
て
、
船
舶
到
着
遅
る
物
品
の
喪
失
を
主
張
す
る
権
利
は
与
へ
ら
れ
な
い
。
562 
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
及
び
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
、
此
二
者
間
に
認
め
ら
る
4
差
異
な
る
も
の
は
、
唯
、
一
点
に
要
約
せ
ら
れ
る
。
此
両
者
は
共
に
「
揚
荷
売
買
」
で
あ
る
、
し
か
し
売
約
品
に
関
し
て
の
個
別
化
に
つ
い
て
幾
分
の
差
異
が
存
在
す
る
の
で
「
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
を
締
結
し
た
る
後
に
於
て
、
売
主
が
運
送
に
供
用
せ
ら
れ
た
船
舶
を
特
定
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
し
か
し
此
特
定
に
よ
っ
て
直
ち
に
売
買
の
性
格
を
変
化
せ
し
む
る
に
は
い
ま
だ
充
分
で
は
な
い
、
特
に
、
単
に
参
考
の
た
め
き
に
は
、
売
約
品
の
個
別
化
に
値
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
、
に
特
定
通
告
を
与
へ
た
と
き
の
如
き
は
、
其
売
買
の
形
態
を
変
化
せ
し
む
る
も
の
で
な
い
、
た
ゞ
、
買
主
側
が
其
特
定
を
受
諾
し
た
と
マ
ル
セ
イ
ユ
判
例
一
八
八
一
ニ
ー
―
ニ
ー
一
「
）
。
(
―
九
l-
―
―
ー
ニ
ー
ニ
四
場
合
何
等
異
議
の
申
立
て
を
な
さ
ざ
る
と
き
は
、
か
4
る
「
特
定
」
は
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
（
芯
杞
悼
氾
竺
1
1
1
)
。
此
船
舶
名
の
涌
告
は
、
買
主
を
し
て
、
積
荷
到
着
日
を
正
確
に
算
出
せ
し
め
得
る
、
此
船
舶
名
の
指
示
は
売
主
の
有
す
る
代
替
提
供
権
を
消
滅
せ
し
む
る
、
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
売
主
側
は
物
品
の
部
分
的
滅
失
或
は
品
質
状
態
劣
化
の
危
険
か
ら
は
免
責
さ
れ
る
こ
と
4
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
等
の
危
険
は
買
主
の
負
担
に
帰
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
売
買
形
態
の
変
化
が
可
能
な
り
と
せ
ば
、
こ
れ
等
二
種
の
売
買
形
態
は
同
一
種
類
の
も
の
に
属
す
る
結
果
と
な
り
、
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
を
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
形
態
に
変
化
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
物
品
個
別
化
の
時
期
を
、
船
舶
の
仕
向
地
到
着
を
待
た
ず
、
こ
れ
を
繰
り
あ
げ
早
期
に
行
ふ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
「
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
に
関
す
る
A
d
r
i
e
n
G
a
u
b
e
r
t
教
授
の
所
説
(Les
V
e
n
t
e
s
 M
a
r
i
t
i
m
e
s
)
 
説
す
る
。
此
売
買
は
一
八
0
0年
代
の
中
葉
を
以
て
其
発
展
の
最
盛
期
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
此
形
態
の
売
買
は
、
当
時
に
於
て
は
頻
繁
に
慣
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
従
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
判
例
も
此
時
期
に
於
て
最
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
一
八
あ
る
。
延
よ
り
生
ず
る
危
険
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
を
萩
に
併
せ
て
概
叉
判
例
に
よ
れ
ば
、
買
主
側
が
、
此
五
六
563 
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
な
る
も
の
は
、
買
主
に
対
し
て
は
、
売
主
側
の
忠
実
な
る
義
務
履
行
を
保
証
し
得
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
面
、
売
主
側
に
柩
め
て
厳
格
な
る
原
則
、
即
ち
約
定
期
間
内
に
於
け
る
船
舶
の
特
定
、
及
び
、
か
4
る
特
定
船
舶
よ
り
す
る
物
品
の
引
渡
し
の
義
務
を
負
担
す
る
不
便
が
存
在
し
た
。
帆
船
時
代
に
於
て
は
海
上
交
通
が
稀
れ
で
あ
り
、
又
緩
漫
に
し
て
、
安
全
性
の
乏
し
か
っ
た
が
た
め
、
共
当
時
に
於
て
は
、
か
4
る
方
式
は
糎
め
て
容
易
に
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
此
時
代
に
於
て
の
船
舶
な
る
も
の
は
帆
船
で
あ
っ
て
、
今
日
に
於
け
る
船
舶
の
如
く
、
耐
航
性
を
具
備
せ
ず
、
従
っ
て
、
買
主
側
に
と
っ
て
は
、
物
品
積
載
に
あ
た
る
船
舶
の
詳
細
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
航
海
中
の
危
険
、
取
引
の
佛
倖
性
程
度
を
測
定
し
得
た
こ
と
は
、
真
に
、
意
義
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
時
の
進
展
に
伴
ひ
、
航
海
状
態
の
改
善
及
び
正
確
性
の
増
大
、
加
之
、
蒸
汽
船
利
用
の
範
囲
の
拡
大
を
来
し
た
等
の
こ
と
は
、
買
主
に
と
っ
て
は
、
物
品
運
送
に
あ
た
る
船
舶
の
個
性
を
知
悉
す
る
の
要
を
認
め
ざ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
、
即
ち
、
い
づ
れ
の
船
舶
を
以
て
す
る
も
、
皆
等
し
く
、
耐
航
性
を
保
証
し
得
た
か
ら
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
状
況
下
に
於
て
、
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
な
る
新
ら
し
き
形
態
が
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
此
売
買
に
於
て
は
、
売
主
側
は
、
物
品
の
運
送
に
関
し
て
は
自
己
側
の
都
合
に
よ
り
一
隻
或
は
数
隻
の
船
舶
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
引
渡
の
期
間
に
先
ち
て
、
物
品
が
積
載
さ
れ
た
る
船
舶
を
特
定
す
る
義
務
は
此
売
買
に
は
存
在
し
な
い
。
売
主
に
負
は
さ
れ
た
る
唯
一
に
し
て
、
至
上
な
る
義
務
は
、
契
約
上
規
定
さ
れ
た
一
定
期
間
内
に
船
積
履
行
を
厳
守
す
る
こ
と
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
引
渡
し
期
間
な
る
も
の
は
約
定
さ
れ
な
い
。
斯
く
の
如
き
引
渡
し
期
間
な
る
も
の
は
、
船
積
の
た
め
に
約
定
さ
れ
た
期
間
に
、
始
発
港
と
仕
向
港
間
の
航
行
に
要
す
る
日
数
を
加
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
買
主
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
此
引
渡
期
な
る
も
の
に
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
が
徐
々
に
出
現
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
五
七
七
五
年
の
頃
に
至
っ
て
、
此
売
買
の
支
配
的
地
位
も
漸
く
衰
退
期
に
入
り
、
こ
れ
に
代
っ
て
、
新
し
き
売
買
形
態
と
し
て
C
I
F
売
買
564 
斯
く
の
如
く
、
運
送
途
上
に
於
て
物
品
喪
失
の
場
合
に
は
、
売
主
側
と
し
て
は
同
等
品
の
代
替
品
提
供
の
義
務
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
、
か
4
る
売
主
側
の
不
利
を
回
避
す
る
が
た
め
に
、
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
併
行
し
て
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
も
継
な
い
の
で
あ
る
。
海
上
売
買
形
態
研
究
（
三
）
（
賀
屋
）
就
い
て
は
、
売
主
と
し
て
は
、
何
等
正
確
な
る
保
証
は
与
へ
な
い
、
従
っ
て
、
此
点
に
関
し
て
は
、
買
主
側
の
忍
ん
で
負
担
す
べ
き
饒
倖
性
な
る
も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
上
、
航
海
上
遅
延
の
生
ず
る
こ
と
は
あ
り
得
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
買
主
側
と
し
て
は
、
売
主
側
が
約
定
期
間
内
に
契
約
に
従
っ
て
船
積
を
履
行
し
た
り
と
せ
ば
、
買
主
側
と
し
て
は
航
海
よ
り
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
引
渡
の
遅
延
に
際
し
て
も
、
提
供
さ
れ
た
る
物
品
の
受
諾
は
行
は
ね
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
の
場
合
と
ほ
異
り
、
此
売
買
に
於
て
は
、
危
険
の
大
部
分
を
負
担
す
る
の
は
売
主
側
で
あ
る
。
而
し
て
、
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
此
売
買
に
あ
り
て
は
、
物
品
運
送
に
供
用
さ
れ
る
船
舶
を
船
積
時
に
接
近
し
且
物
品
到
着
前
に
特
定
す
る
こ
と
に
よ
「
確
定
物
売
買
」
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
反
之
、
此
売
買
に
於
て
は
、
本
来
「
種
類
物
品
」
(
c
h
o
s
e
d
e
 g
e
n
r
e
)
を
目
的
と
し
た
の
が
、
物
品
引
渡
し
の
時
に
於
て
初
め
て
個
別
化
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
売
主
は
―
つ
の
長
所
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
、
即
ち
、
売
主
と
し
て
は
、
物
品
の
同
一
性
な
る
も
の
に
関
し
、
予
め
何
等
の
約
定
を
も
な
さ
な
い
、
従
っ
て
此
点
に
関
し
て
は
何
等
の
責
任
を
も
負
は
な
い
、
既
に
仕
向
地
に
到
着
し
た
る
物
品
を
以
て
契
約
の
履
行
に
あ
て
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
此
結
果
が
、
正
に
、
売
主
に
よ
っ
て
目
的
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
、
斯
か
る
利
益
の
反
面
に
は
、
ま
た
、
不
利
益
も
伴
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
物
品
が
運
送
の
途
上
に
於
て
喪
失
す
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
売
買
は
無
効
と
は
な
ら
な
い
。
売
主
と
し
て
は
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
、
期
限
到
来
に
あ
た
っ
て
は
、
約
定
条
件
に
合
致
し
た
る
物
品
の
一
定
数
量
引
渡
し
を
履
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
売
主
が
契
約
履
行
に
当
て
ん
と
し
た
物
品
が
喪
失
し
た
場
合
は
、
契
約
完
成
の
た
め
他
の
同
等
品
を
取
得
し
て
こ
れ
に
充
当
せ
ね
ば
な
ら
っ
て
、
五
八
565 
a
 livrer) 
で
あ
っ
て
、
契
約
の
目
的
た
る
物
品
は
海
上
を
運
送
さ
る
4
も
の
で
あ
り
、
五
九
売
主
が
約
定
の
期
間
内
に
船
積
の
義
務
を
負
「
物
品
の
先
渡
し
売
買
」
la 
p
a
r
t
 d
e
 celui 
q
u
i
 s'oblige. 
（
註
）
条
件
を
構
成
す
る
も
の
な
り
や
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
信
ず
る
と
こ
ろ
は
、
「
船
積
の
条
件
」
と
云
ふ
と
き
は
、
約
定
期
間
内
に
物
品
続
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
二
つ
の
売
買
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
の
効
用
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
、
海
上
交
涌
に
於
け
る
変
化
に
よ
っ
て
必
要
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
行
形
態
で
あ
る
と
こ
ろ
の
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
を
消
滅
せ
し
む
べ
き
で
は
な
く
、
事
実
、
此
売
買
は
、
あ
り
と
は
云
へ
、
現
時
に
於
て
も
依
然
存
続
さ
れ
つ
つ
あ
る
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
異
っ
た
必
要
に
適
応
日
々
に
衰
退
し
つ
4
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
は
、
条
件
付
き
売
買
な
り
と
見
倣
し
得
る
や
、
物
品
の
船
積
は
、
此
契
約
成
立
に
効
果
あ
ら
し
む
る
船
積
を
履
行
す
る
売
主
側
の
義
務
を
指
す
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
条
件
で
は
な
く
、
契
約
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
こ
ろ
の
重
要
事
項
の
―
つ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
存
在
し
な
い
と
き
は
契
約
の
成
立
が
考
へ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
て
の
「
船
積
」
は
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
に
於
け
る
「
特
定
」
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
物
品
の
船
積
は
、
此
契
約
の
有
効
性
が
因
っ
て
起
る
と
こ
ろ
の
原
因
事
項
と
し
て
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
此
船
積
な
る
事
項
は
当
事
者
の
合
意
が
成
立
し
た
と
き
既
に
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
売
主
は
必
然
的
に
契
約
の
効
果
と
し
て
船
稲
を
履
行
す
べ
く
強
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
此
売
買
は
単
純
な
る
随
意
条
件
を
帯
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
効
果
は
無
効
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
（
註
）
A
r
t
.
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上
述
に
よ
っ
て
、
此
売
買
を
定
義
す
れ
ば
、
不
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
な
る
も
の
は
、
海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
(
u
n
e
 v
e
n
t
e
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海
上
売
買
形
態
研
究
(
-
―
-
）
（
賀
屋
）
ひ
、
其
物
品
引
渡
し
期
限
は
、
物
品
始
発
港
と
仕
向
地
間
の
慣
習
的
な
る
連
送
日
数
を
基
準
と
し
て
の
概
算
に
よ
っ
て
船
舶
到
達
日
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
測
定
さ
る
4
も
の
で
あ
る
。
（
未
完
）
（
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
稿
）
六
〇
